
２
世 帯 数 ２万 4,879 （＋ 28）
人　 口 ５万 5,872 （＋ 54）
男 ２万 6,109 （＋ 20）
女 ２万 9,763 （＋ 34）

出　 生 41
死　 亡 53
転　 入 146
転　 出 71

（１月１日現在 : 住民基本台帳）
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主な内容

｢新たな決意を胸に！」

（市文化会館にて　１月５日撮影）



特
認
校
で
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

　本
市
で
は
、
小
規
模
校
の
よ
さ

を
生
か
し
、
小
規
模
校
と
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
出
水
市

小
規
模
校
入
学
特
別
認
可
制
度

（
特
認
校
制
度
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　特
認
校
制
度
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
教
育
委
員

会
が
特
認
校
と
し
て
指
定
し
た
学

校
に
、
通
学
区
域
を
変
更
し
て
、

特
別
に
入
学
（
転
学
）
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

〈
指
定
す
る
学
校
〉

　蕨
島
小
、
大
川
内
小
、
上
場
小
、

　荘
中
、
大
川
内
中

〈
募
集
期
間
〉

　２
月
３
日
（
月
）
～
３
月
10
日

　（月
）

※
期
間
中
に
、
本
来
通
学
す
べ
き

　学
校
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
に

　ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
特
認
校
の
見
学
・
参
観
を
ご
希

　望
の
方
は
、
事
前
に
各
特
認
校

　へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
特
認
校
制
度
」
の
趣
旨
と
目
的

　少
人
数
に
よ
る
細
や
か
な
学
習

指
導
を
受
け
た
り
、
豊
か
な
自
然

環
境
の
中
で
様
々
な
体
験
活
動
を

行
っ
た
り
し
て
、
豊
か
な
心
を
育

て
た
い
と
入
学
（
転
学
）
を
希
望

す
る
保
護
者
と
そ
の
児
童
・
生
徒

に
、
一
定
の
要
件
を
付
し
て
、
通

学
区
域
を
変
更
し
て
、
特
別
に
入

学
（
転
学
）
を
認
め
、
小
規
模
校

お
よ
び
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

申
し
込
み
手
続
き

○
保
護
者
は
、
ま
ず
本
来
通
学
す

　べ
き
学
校
に
連
絡
・
相
談
し
て

　く
だ
さ
い
。

○
入
学
（
転
学
）
が
適
当
で
あ
る

　か
ど
う
か
、
教
育
委
員
会
が
面

　談
等
を
実
施
し
て
判
断
し
ま
す
。

○
転
入
学
許
可
申
請
書
を
教
育
委

　員
会
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

　す
。

通
学
上
の
条
件

　自
宅
か
ら
の
通
学
（
保
護
者
の

　送
迎
が
必
要
。
公
共
交
通
機
関

　の
利
用
も
可
。）
が
で
き
る
児

　童
・
生
徒
と
し
ま
す
。

入
学
（
転
学
）
の
期
間

　入
学
（
転
学
）
は
、
原
則
と
し

　て
、
年
度
当
初
か
ら
１
年
間
で

　す
。
継
続
す
る
場
合
も
、
毎
年
、

　年
度
末
に
更
新
手
続
き
を
し
て

　い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　（☎
�
４
０
７
９
）

ご
存
知
で
す
か
？

小
規
模
校
入
学
特
別
認
可

制
度
（
特
認
校
制
度
）

蕨島小学校
荘3998番地
☎ 83－ 3412

大川内小学校
下大川内3915番地 1
☎ 68－ 2100

上場小学校
上大川内2580番地 27

☎ 68－ 2200

荘中学校
荘７４６番地
☎ 82－ 0661

大川内中学校
上大川内８２３番地
☎ 68－ 2300

　小
学
校
複
式
５
校
は
、
集
合
学

習
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
で
３
年

目
に
な
り
ま
す
。

　本
年
度
か
ら
、
大
川
内
中
学
校

と
荘
中
学
校
の
２
校
で
小
規
模
中

学
校
集
合
学
習
を
始
め
ま
し
た
。一緒に和紙作りの準備をする生徒 複式５校集合学習で授業を受ける児童

　

　
特
認
校
で
は
、

　
　
　
こ
ん
な
活
動
も

　
　
　
　
行
っ
て
い
ま
す
！

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

こ
れ
ら
の
小
学
校
と
中
学

校
は
、
荘
小
と
切
通
小
を

加
え
て
集
合
学
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
！

最
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
）

『
出
水
の
ツ
ル
』
ポ
ス
タ
ー･

絵
画
展

「空をとぶ鶴の親子」
荘小学校１年　永長　令吉

最
優
秀
賞
（
中
学
生
の
部
）

　ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い

ず
み
で
は
、
万
羽
鶴
が

渡
来
す
る
出
水
を
国
内

外
に
紹
介
す
る
こ
と
を

目
的
に
、「
出
水
の
ツ

ル
」
を
題
材
に
し
た
ポ

ス
タ
ー
・
絵
画
を
、
市

内
の
小
・
中
学
校
の
児

童
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら

募
集
し
ま
し
た
。

　コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、

小
学
生
の
部
８
８
８
点
、

中
学
生
の
部
56
点
の
合

わ
せ
て
９
４
４
点
と
、

多
数
の
作
品
を
ご
応
募

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　厳
正
な
審
査
の
結
果
、

入
賞
作
品
46
点
と
佳
作

21
点
が
決
定
し
ま
し
た
。

　ご
応
募
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
に
は
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　入
賞
作
品
は
、
今
後

海
外
と
の
交
流
事
業
や

広
報
等
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

「夕ぐれのディスプレイ」
野田中学校２年　平藪　優樹

小学生の部　入賞者 学年 氏　　名
最優秀賞 荘小学校 １ 永長　令吉

優秀賞 西出水小学校 ３ 溝口　志歩
米ノ津東小学校 ６ 大野　萌

市長賞 西出水小学校 ５ 戸﨑　美優
教育長賞 荘小学校 ２ 濵邊　倖輔

クレインパーク賞 大川内小学校 ６ 飯森　玲奈

特　選

上場小学校 １ 竹園　鈴菜
大川内小学校 ５ 飯森　一真
米ノ津東小学校 ４ 奥田　龍哉
米ノ津東小学校 ４ 佐々木　凱理
荘小学校 ３ 時吉　永久
高尾野小学校 ２ 山口　陽生
高尾野小学校 ６ 山門　龍

入　選

出水小学校 ５ 上戸　桃華
江内小学校 ５ 宇藤　救
大川内小学校 ３ 有村　春菜
大川内小学校 ５ 川﨑　夕美
大川内小学校 ５ 重信　千優梨
米ノ津小学校 ３ 野田　竜之介
米ノ津東小学校 １ 飯森　瑛叶
米ノ津東小学校 １ 筑濱　結衣
米ノ津東小学校 １ 津川　紗穂
米ノ津東小学校 ６ 小松原　未海
荘小学校 １ 平田　楓
荘小学校 ４ 井手上　耀
荘小学校 ４ 中川　翼
高尾野小学校 ５ 野畑　真奈
高尾野小学校 ６ 天辰　一風
野田小学校 ２ 餅井　琉生
野田小学校 ４ 七枝　沙姫
蕨島小学校 ６ 永利　瞭

中学生の部　入賞者 学年 氏　　名
最優秀賞 野田中学校 ２ 平藪　優樹

優秀賞 高尾野中学校 ２ 渕脇　初音
高尾野中学校 ３ 江口　彩乃

市長賞 米ノ津中学校 ２ 丁　彩花
教育長賞 米ノ津中学校 １ 永田　舞子

クレインパーク賞 野田中学校 １ 中間　菜々子

特　選
米ノ津中学校 １ 江尻　美優
荘中学校 １ 杉川　蘭
荘中学校 １ 住吉　姫菜子

入　選

米ノ津中学校 １ 門﨑　一伽
米ノ津中学校 １ 三角　凪沙
米ノ津中学校 ２ 森岡　萌
米ノ津中学校 ２ 吉海　亜実果
荘中学校 １ 濵畑　明日香
荘中学校 ３ 林　麗奈

小学生の部 学年 氏　　名

佳　作

出水小学校 ４ 永山　理佳子
大川内小学校 １ 小田　晴斗
切通小学校 ５ 中村　王祐
米ノ津小学校 ３ 犬童　龍生
米ノ津小学校 ５ 廣瀬　紘太朗
米ノ津東小学校 １ 地徳　快吏
米ノ津東小学校 ４ 吉井　颯斗
米ノ津東小学校 ６ 松田　大志
荘小学校 ２ 揚松　海遥
荘小学校 ３ 井手上　煌
荘小学校 ５ 住吉　健翔
高尾野小学校 ６ 上野　真司
高尾野小学校 ６ 遠矢　義久
西出水小学校 ５ 山本　正大
野田小学校 １ 寺岡　大心
野田小学校 ２ 小田　かりん
野田小学校 ２ 時吉　恋華
野田小学校 ２ 中村　悠一郎
野田小学校 ２ 橋元　幸菜
東出水小学校 ４ 松元　康士郎
東出水小学校 ５ 福田　志奈
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出水小学校 ５ 上戸　桃華
江内小学校 ５ 宇藤　救
大川内小学校 ３ 有村　春菜
大川内小学校 ５ 川﨑　夕美
大川内小学校 ５ 重信　千優梨
米ノ津小学校 ３ 野田　竜之介
米ノ津東小学校 １ 飯森　瑛叶
米ノ津東小学校 １ 筑濱　結衣
米ノ津東小学校 １ 津川　紗穂
米ノ津東小学校 ６ 小松原　未海
荘小学校 １ 平田　楓
荘小学校 ４ 井手上　耀
荘小学校 ４ 中川　翼
高尾野小学校 ５ 野畑　真奈
高尾野小学校 ６ 天辰　一風
野田小学校 ２ 餅井　琉生
野田小学校 ４ 七枝　沙姫
蕨島小学校 ６ 永利　瞭

中学生の部　入賞者 学年 氏　　名
最優秀賞 野田中学校 ２ 平藪　優樹

優秀賞 高尾野中学校 ２ 渕脇　初音
高尾野中学校 ３ 江口　彩乃

市長賞 米ノ津中学校 ２ 丁　彩花
教育長賞 米ノ津中学校 １ 永田　舞子

クレインパーク賞 野田中学校 １ 中間　菜々子

特　選
米ノ津中学校 １ 江尻　美優
荘中学校 １ 杉川　蘭
荘中学校 １ 住吉　姫菜子

入　選

米ノ津中学校 １ 門﨑　一伽
米ノ津中学校 １ 三角　凪沙
米ノ津中学校 ２ 森岡　萌
米ノ津中学校 ２ 吉海　亜実果
荘中学校 １ 濵畑　明日香
荘中学校 ３ 林　麗奈

小学生の部 学年 氏　　名

佳　作

出水小学校 ４ 永山　理佳子
大川内小学校 １ 小田　晴斗
切通小学校 ５ 中村　王祐
米ノ津小学校 ３ 犬童　龍生
米ノ津小学校 ５ 廣瀬　紘太朗
米ノ津東小学校 １ 地徳　快吏
米ノ津東小学校 ４ 吉井　颯斗
米ノ津東小学校 ６ 松田　大志
荘小学校 ２ 揚松　海遥
荘小学校 ３ 井手上　煌
荘小学校 ５ 住吉　健翔
高尾野小学校 ６ 上野　真司
高尾野小学校 ６ 遠矢　義久
西出水小学校 ５ 山本　正大
野田小学校 １ 寺岡　大心
野田小学校 ２ 小田　かりん
野田小学校 ２ 時吉　恋華
野田小学校 ２ 中村　悠一郎
野田小学校 ２ 橋元　幸菜
東出水小学校 ４ 松元　康士郎
東出水小学校 ５ 福田　志奈



　２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
分
の

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、
２

月
17
日
（
月
）
か
ら
３
月
17
日

（
月
）
ま
で
で
す
。

　所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所

得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し

て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を

と
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
得
金
額

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
申
告

と
納
税
は
期
間
内
に
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。
申
告
期
限
が
間
近
に
な

り
ま
す
と
、
税
務
署
の
申
告
書
記

載
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間

か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

　な
お
、
本
市
に
お
い
て
も
次
の

会
場
で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
不

　動
産
）・
土
地
等
譲
渡
所
得
な

　ど
が
あ
る
方
は
、
出
水
税
務
署

　で
直
接
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
事
業
所
得
の
収
支
内

　訳
書
を
作
成
し
て
あ
る
方
は
、

　次
の
会
場
（
本
庁
お
よ
び
各
支

　所
）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ
！

○
本
庁
２
０
２
会
議
室
は
、
土
曜

　・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

　料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

　険
料
の
納
付
確
認
書
が
必
要
な

　と
き
は
、
市
役
所
窓
口
（
本
庁

　税
務
課
、
各
支
所
税
務
グ
ル
ー

　プ
）
で
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ

　い
。

問
い
合
わ
せ
先

　出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

　※
自
動
音
声
案
内

　本
庁
税
務
課
課
税
係

　（☎
�
４
０
３
１
）

　高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

　グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
０
６
）

　野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

　ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
２
）

ご
存
知
で
す
か
？
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）

会　場 日　程
野田支所

別館２階大会議室
２月 26 日（水）～同 28 日（金）

午前 9時～同 11 時、
午後 1時～同 4時

高尾野支所
　大会議室

３月３日（月）～同６日（木）
午前 9時～同 11 時、
午後 1時～同 4時

本庁
　２０２会議室

３月７日（金）～同 14 日（金）
午前９時～同 11 時、
午後 1時～同 4時

　65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

で
、
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

等
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
、
受

給
さ
れ
て
い
る
年
金
か
ら
保
険
料

等
が
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
老
齢
、
退
職
、
障
害
、
遺
族
年

　金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
給
し

　て
い
る
こ
と
。

②
介
護
保
険
料
が
年
金
受
給
額
の

　２
分
の
１
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
後
期

　高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保

　険
料
と
の
合
算
額
が
年
金
受
給

　年
額
の
２
分
の
１
以
下
で
あ
る

　こ
と
。
た
だ
し
、
国
民
健
康
保

　険
税
の
場
合
、
世
帯
主
お
よ
び

　世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
全
員

　が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る

　こ
と
。

※
な
お
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者

　医
療
保
険
等
の
資
格
を
取
得
さ
れ

　て
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
（
７
～
８

　カ
月
）
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座

　振
替
の
方
法
で
保
険
料
等
を
納
付

　し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
条
件

　を
満
た
す
場
合
に
年
金
か
ら
の
特

　別
徴
収
（
天
引
き
）
に
移
行
す
る

　こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　本
庁
税
務
課

　課
税
係
（
☎
�
４
０
３
１
）

所
得
税
の
確
定
申
告
が

始
ま
り
ま
す
！

～
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
軽
自

　
　動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
～

　農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
の
農
作
業
用
自
動
車

や
、
フ
ォ
ー
ク
・
リ
フ
ト
、
シ
ョ

ベ
ル
・
ロ
ー
ダ
、
ホ
イ
ー
ル
・
ロ
ー

ダ
な
ど
で
小
型
特
殊
自
動
車
（
そ

の
他
）
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
、

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
で
す
。

　軽
自
動
車
税
は
車
両
の
所
有
者

に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
た
め
、
公

道
に
お
い
て
走
行
す
る
し
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。　ま

た
、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
用
）
が
ト
レ
ー
ラ
ー
等
を
け
ん

引
す
る
場
合
、
け
ん
引
車
（
ト
ラ

ク
タ
ー
）お
よ
び
被
け
ん
引
車（
ト

レ
ー
ラ
ー
等
）
も
そ
れ
ぞ
れ
が
公

道
に
お
い
て
走
行
す
る
し
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
小
型
特
殊
自
動
車

の
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
軽
自
動
車
の
登
録
が
さ
れ
て
い

　れ
ば
、
償
却
資
産
と
し
て
固
定

　資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
は

　あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　本
庁
税
務
課
課

　税
係
お
よ
び
各
支
所
市
民
福
祉

　課
税
務
グ
ル
ー
プ

　（☎
�
２
１
１
１
）

区分
小型特殊自動車

農耕作業用 その他

全長

制限なし

４．７㍍以下

全幅 １．７㍍以下

全高 ２．８㍍以下

最高速度 時速 35㌔未満 時速 15㌔以下

構造

農耕トラクター、
農業用薬剤散布車、
コンバイン、
田植機、
国土交通大臣の指
定する農耕作業用
自動車等で乗用装
置を有するもの

ショベル・ローダ、ホイール・
ローダ、タイヤ・ローラ、ロー
ド・ローラ、ロード・スタビ
ライザ、スクレーパ、グレーダ、
アスファルト・フィニッシャ、
タイヤ・ドーザ、モータ・スイー
パ、ダンパ、ホイール・ハン
マ、ホイールブレーカ、フォー
ク・リフト、フォーク・ローダ、
ホイール・クレーン、ストラ
ドル・キャリア等

税額 1,600 円 4,700 円

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
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　国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
あ
る
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
画
面
案
内
に

従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
確
定
申
告
書
等
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　税
務
署
の
申
告
相
談
会
場
に
出

向
か
な
く
て
も
作
成
し
た
確
定
申

告
書
等
は
印
刷
し
て
税
務
署
へ
郵

送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　ま
た
、
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を

作
成
す
れ
ば
、
電
子
申
告
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
に
よ
り
贈
与
税
以
外
の

申
告
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　な
お
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し

て
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る

と
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収

　票
等
の
提
出
ま
た
は
提
示
に
代

　え
て
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力

　し
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　（申
告
期
限
か
ら
５
年
間
は
、
　

　税
務
署
長
の
要
求
に
対
し
提
出

　ま
た
は
提
示
義
務
有
り
）

②
電
子
申
告
を
利
用
し
申
告
さ
れ

　た
還
付
申
告
は
早
期
処
理
さ
れ

　ま
す
。（
お
お
む
ね
３
週
間
程
度
）

③
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
納
税
証
明
書
の

　交
付
請
求
を
行
う
と
手
数
料
が

　安
価
で
す
。

※
詳
細
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

機
関
関
係
団
体
等
に
お
け
る
組
織

的
取
り
組
み
の
促
進
等
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
厚
生
労
働
省
が

推
進
し
て
い
る
医
療
関
係
者
の
共

同
活
動
の
こ
と
で
、
毎
年
11
月
25

日
を
含
む
１
週
間
実
施
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　当
院
で
は
、
本
年
度
、
テ
ー
マ

を
「
さ
ら
に
危
険
予
知
活
動
に
取
り

組
も
う
」
と
し
て
、
危
険
予
知
活

動
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
院
で
は
、
昨
年
１

月
か
ら
院
内
の
全
部
署
で
月
１
回

以
上
の
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
推

進
期
間
を
強
化
期
間
と
捉
え
、
各

部
署
の
セ
ー
フ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
自
部
署
以
外
の
部
署
に
出
向
き
、

そ
の
部
署
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に

危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

そ
の
内
容
の
評
価
を
し
て
、
危
険

予
知
活
動
の
充
実
、
質
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
作
り
や
お
互
い
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
必
要
性
を
意
識
づ
け
る
た
め

に
、
タ
ッ
チ
ア
ン
ド
コ
ー
ル
も
行

い
、
職
場
内
の
連
携
の
強
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　そ
の
ほ
か
に
、
院
内
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
や
ホ
ル
ダ
ー
装
着
を
実

施
し
、
12
月
４
日
キ
ッ
ク
オ
フ

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、「
転
倒
・

転
落
を
防
ぐ
」
と
い
う
演
題
で
院

内
勉
強
会
を
開
催
し
、
転
倒
・
転

落
予
防
に
は
患
者
側
の
要
因
、
医

療
者
の
要
因
、
施
設
・
設
備
の
要

因
が
あ
り
、
何
が
原
因
で
転
倒
し

た
の
か
き
ち
ん
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト

し
た
上
で
、
予
防
策
を
立
て
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

高
齢
者
看
護
で
は
、
ど
う
し
て
も

防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
事
例
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
患
者
、
家
族
と
常

日
頃
か
ら
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　期
間
中
、
充
実
し
た
取
り
組
み

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
さ

ら
に
、
院
内
全
体
で
危
険
予
知

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
継
続
し
て
行

い
、
患
者
の
安
全
、
職
員
の
安
全
、

病
院
の
安
全
が
守
れ
る
よ
う
に
、

セ
ー
フ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
協
力

し
て
、
さ
ら
に
医
療
安
全
推
進
、

医
療
安
全
文
化
の
醸
成
が
図
れ
る

よ
う
に
取

り
組
ん
で

い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。

出水総合医療センター

医療安全管理室長

戸﨑　明美

医療安全推進週間の

　　取り組みについて

　ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　出
水
税
務
署

　

　（☎
�
０
２
０
０
）

　※
自
動
音
声
案
内

　消
費
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
４

月
１
日
か
ら
「
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
」
の
税
率
が
、
５
㌫
か

ら
８
㌫
へ
変
わ
り
ま
す
。

　消
費
税
法
等
改
正
に
つ
い
て
、

分
か
り
に
く
い
こ
と
や
詳
し
く
お

知
り
に
な
り
た
い
場
合
は
、
最
寄

り
の
税
務
署
（
改
正
消
費
税
相
談

コ
ー
ナ
ー
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
で
も

ト
ピ
ッ
ク
ス
欄
に
「
消
費
税
法
改

正
の
お
知
ら
せ
（
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
関
係
）」
の
特
集
ペ

ー
ジ
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　出
水
税
務
署

　

　（☎
�
０
２
０
０
）

　自
動
音
声
案
内
２
番
選
択

確
定
申
告
書
等
作
成
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

消
費
税
の
税
率
が

変
わ
り
ま
す
！

　当
院
で
は
、
本
年
度
も
厚
生
労

働
省
が
推
進
し
て
い
る
共
同
活
動

で
あ
る
「
医
療
安
全
推
進
週
間
」

を
、
12
月
４
日
（
水
）
か
ら
同
10

日
（
火
）
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。

　「医
療
安
全
推
進
週
間
」
と
は
、

医
療
関
係
者
の
意
識
向
上
、
医
療

　２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
分
の

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、
２

月
17
日
（
月
）
か
ら
３
月
17
日

（
月
）
ま
で
で
す
。

　所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所

得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し

て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を

と
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
得
金
額

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
申
告

と
納
税
は
期
間
内
に
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。
申
告
期
限
が
間
近
に
な

り
ま
す
と
、
税
務
署
の
申
告
書
記

載
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間

か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

　な
お
、
本
市
に
お
い
て
も
次
の

会
場
で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
不

　動
産
）・
土
地
等
譲
渡
所
得
な

　ど
が
あ
る
方
は
、
出
水
税
務
署

　で
直
接
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
事
業
所
得
の
収
支
内

　訳
書
を
作
成
し
て
あ
る
方
は
、

　次
の
会
場
（
本
庁
お
よ
び
各
支

　所
）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ
！

○
本
庁
２
０
２
会
議
室
は
、
土
曜

　・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

　料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

　険
料
の
納
付
確
認
書
が
必
要
な

　と
き
は
、
市
役
所
窓
口
（
本
庁

　税
務
課
、
各
支
所
税
務
グ
ル
ー

　プ
）
で
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ

　い
。

問
い
合
わ
せ
先

　出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

　※
自
動
音
声
案
内

　本
庁
税
務
課
課
税
係

　（☎
�
４
０
３
１
）

　高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

　グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
０
６
）

　野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

　ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
２
）

ご
存
知
で
す
か
？
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）

会　場 日　程
野田支所

別館２階大会議室
２月 26 日（水）～同 28 日（金）

午前 9時～同 11 時、
午後 1時～同 4時

高尾野支所
　大会議室

３月３日（月）～同６日（木）
午前 9時～同 11 時、
午後 1時～同 4時

本庁
　２０２会議室

３月７日（金）～同 14 日（金）
午前９時～同 11 時、
午後 1時～同 4時

　65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

で
、
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

等
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
、
受

給
さ
れ
て
い
る
年
金
か
ら
保
険
料

等
が
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
老
齢
、
退
職
、
障
害
、
遺
族
年

　金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
給
し

　て
い
る
こ
と
。

②
介
護
保
険
料
が
年
金
受
給
額
の

　２
分
の
１
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
後
期

　高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保

　険
料
と
の
合
算
額
が
年
金
受
給

　年
額
の
２
分
の
１
以
下
で
あ
る

　こ
と
。
た
だ
し
、
国
民
健
康
保

　険
税
の
場
合
、
世
帯
主
お
よ
び

　世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
全
員

　が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る

　こ
と
。

※
な
お
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者

　医
療
保
険
等
の
資
格
を
取
得
さ
れ

　て
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
（
７
～
８

　カ
月
）
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座

　振
替
の
方
法
で
保
険
料
等
を
納
付

　し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
条
件

　を
満
た
す
場
合
に
年
金
か
ら
の
特

　別
徴
収
（
天
引
き
）
に
移
行
す
る

　こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　本
庁
税
務
課

　課
税
係
（
☎
�
４
０
３
１
）

所
得
税
の
確
定
申
告
が

始
ま
り
ま
す
！

～
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
軽
自

　
　動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
～

　農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
の
農
作
業
用
自
動
車

や
、
フ
ォ
ー
ク
・
リ
フ
ト
、
シ
ョ

ベ
ル
・
ロ
ー
ダ
、
ホ
イ
ー
ル
・
ロ
ー

ダ
な
ど
で
小
型
特
殊
自
動
車
（
そ

の
他
）
に
分
類
さ
れ
る
も
の
は
、

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
で
す
。

　軽
自
動
車
税
は
車
両
の
所
有
者

に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
た
め
、
公

道
に
お
い
て
走
行
す
る
し
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。　ま

た
、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
用
）
が
ト
レ
ー
ラ
ー
等
を
け
ん

引
す
る
場
合
、
け
ん
引
車
（
ト
ラ

ク
タ
ー
）お
よ
び
被
け
ん
引
車（
ト

レ
ー
ラ
ー
等
）
も
そ
れ
ぞ
れ
が
公

道
に
お
い
て
走
行
す
る
し
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
小
型
特
殊
自
動
車

の
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
軽
自
動
車
の
登
録
が
さ
れ
て
い

　れ
ば
、
償
却
資
産
と
し
て
固
定

　資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
は

　あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　本
庁
税
務
課
課

　税
係
お
よ
び
各
支
所
市
民
福
祉

　課
税
務
グ
ル
ー
プ

　（☎
�
２
１
１
１
）

区分
小型特殊自動車

農耕作業用 その他

全長

制限なし

４．７㍍以下

全幅 １．７㍍以下

全高 ２．８㍍以下

最高速度 時速 35㌔未満 時速 15㌔以下

構造

農耕トラクター、
農業用薬剤散布車、
コンバイン、
田植機、
国土交通大臣の指
定する農耕作業用
自動車等で乗用装
置を有するもの

ショベル・ローダ、ホイール・
ローダ、タイヤ・ローラ、ロー
ド・ローラ、ロード・スタビ
ライザ、スクレーパ、グレーダ、
アスファルト・フィニッシャ、
タイヤ・ドーザ、モータ・スイー
パ、ダンパ、ホイール・ハン
マ、ホイールブレーカ、フォー
ク・リフト、フォーク・ローダ、
ホイール・クレーン、ストラ
ドル・キャリア等

税額 1,600 円 4,700 円

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
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　毎
年
10
月
か
ら
３
月
ま
で
、

越
冬
の
た
め
に
約
１
万
羽
以
上

の
ツ
ル
が
本
市
に
渡
来
し
、
市

民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
本
市
で
は
世
界
に
分

布
す
る
15
種
の
う
ち
、
７
種
の

ツ
ル
（
ナ
ベ
ヅ
ル
、マ
ナ
ヅ
ル
、

ク
ロ
ヅ
ル
、
カ
ナ
ダ
ヅ
ル
、
ソ

デ
グ
ロ
ヅ
ル
、
ア
ネ
ハ
ヅ
ル
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
）
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
の
鳥
を
決
定
！

市
の
鳥
は
「
ツ
ル
」

　園
芸
用
の
け
し
の
仲
間
の
ポ
ピ

ー
な
ど
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５
月

に
か
け
て
、
色
鮮
や
か
で
美
し
い

花
を
咲
か
せ
る
も
の
が
多
く
、
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
の
植
物

と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
、
け
し
の
仲
間
に
は
、

法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

外
観
の
特
徴
か
ら
、
園
芸
用
の
け

し
と
区
別
で
き
ま
す
。以
前
か
ら
、

出
水
保
健
所
管
内
で
こ
の
栽
培
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
け
し
（
セ
テ
ィ

ゲ
ル
ム
種
）
が
多
数
発
見
さ
れ
て

お
り
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

度
に
は
出
水
保
健
所
管
内
の
抜
去

本
数
は
１
万
５
８
９
本
と
県
内
の

総
抜
去
本
数
の
90
㌫
を
占
め
、
さ

ら
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特

徴
を
知
り
、
こ
れ
に
似
た
植
物
を

見
か
け
た
と
き
は
、
出
水
保
健
所

へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

植
え
て
は
い
け
な
い
〝
け
し
〟

を
ご
存
じ
で
す
か
？

特
徴
（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）

○
花
は
、
花
び
ら
４
枚
で
、
色
は

　薄
紫
（
先
端
は
白
に
近
い
）
で

　す
。

○
開
花
期
の
草
丈
は
50
～
１
０
０

　㌢
㍍
で
す
。

○
葉
、
茎
、
つ
ぼ
み
な
ど
の
外
観

　は
緑
色
で
、
土
壌
が
よ
い
と
よ

　く
枝
分
か
れ
し
ま
す
。

○
葉
、
茎
の
表
面
に
は
ほ
と
ん
ど

　毛
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
つ
ぼ
み

　の
が
く
片
や
、
つ
ぼ
み
の
下
の

　茎
に
多
少
の
毛
が
見
ら
れ
ま
す
。

○
葉
は
互
い
違
い
に
茎
に
つ
き
、

　葉
の
付
け
根
で
茎
を
巻
き
込
む

　よ
う
な
形
で
つ
い
て
い
ま
す
。

○
つ
ぼ
み
は
下
を
向
い
て
い
て
、

　開
花
時
上
を
向
き
、
花
が
散
っ

　て
も
上
を
向
い
た
ま
ま
で
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　出
水
保
健
所
衛
生
係

　（☎
�
１
６
３
６
内
線
２
１
０
）

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
３
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

「
に
ち
よ
う
び

　さ
ん
ぽ
し
な
が
ら

　ご
み
ひ
ろ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
出
水
小
学
校
３
年

　溝
口

　志
歩

「
リ
サ
イ
ク
ル

　地
球
の
心
が

　ピ
ッ
カ
ピ
カ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　米
ノ
津
中
学
校
２
年

　城
戸

　康
成

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

3,093
2,309

7,260

4,170

10,589

12,629

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25

抜
去

本
数

（
本
）

年度

出水保健所管内抜去本数（平成25年5月末時点）

 

出水保健所管内抜去本数（2013年5月末時点）

2008

抜
去
本
数
（
本
）

2010 20122009 2011 2013

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
の
催
し
！

　彫
刻
を
し
て
、
か
わ
い
い
鳥
の

置
き
物
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

　
時
　２
月
16
日
（
日
）

　午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
30
分

場

　
所
　ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　み
実
験
室

定

　
員
　20
人

対
象
者
　中
学
生
以
上

材
料
費
　５
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

　い
ず
み
（
☎
�
８
９
１
５
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
周
辺
の
野
鳥

を
観
察
し
て
み
よ
う
！

日

　
時
　２
月
22
日
（
土
）

　午
前
９
時
～
同
11
時

場

　
所
　ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
周
辺

定

　
員
　20
人

対
象
者
　幼
児
か
ら
一
般
の
方

　

　た
だ
し
、
小
学
３
年
生
以
下
は

　保
護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
。

参
加
費
　無

　料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

　い
ず
み
（
☎
�
８
９
１
５
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

野
鳥
カ
ー
ビ
ン
グ
♪

　

　
野
鳥
観
察
会
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水
保
健
所
管
内
で
こ
の
栽
培
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
け
し
（
セ
テ
ィ

ゲ
ル
ム
種
）
が
多
数
発
見
さ
れ
て

お
り
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

度
に
は
出
水
保
健
所
管
内
の
抜
去

本
数
は
１
万
５
８
９
本
と
県
内
の

総
抜
去
本
数
の
90
㌫
を
占
め
、
さ

ら
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特

徴
を
知
り
、
こ
れ
に
似
た
植
物
を

見
か
け
た
と
き
は
、
出
水
保
健
所

へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

植
え
て
は
い
け
な
い
〝
け
し
〟

を
ご
存
じ
で
す
か
？

特
徴
（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）

○
花
は
、
花
び
ら
４
枚
で
、
色
は

　薄
紫
（
先
端
は
白
に
近
い
）
で

　す
。

○
開
花
期
の
草
丈
は
50
～
１
０
０

　㌢
㍍
で
す
。

○
葉
、
茎
、
つ
ぼ
み
な
ど
の
外
観

　は
緑
色
で
、
土
壌
が
よ
い
と
よ

　く
枝
分
か
れ
し
ま
す
。

○
葉
、
茎
の
表
面
に
は
ほ
と
ん
ど

　毛
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
つ
ぼ
み

　の
が
く
片
や
、
つ
ぼ
み
の
下
の

　茎
に
多
少
の
毛
が
見
ら
れ
ま
す
。

○
葉
は
互
い
違
い
に
茎
に
つ
き
、

　葉
の
付
け
根
で
茎
を
巻
き
込
む

　よ
う
な
形
で
つ
い
て
い
ま
す
。

○
つ
ぼ
み
は
下
を
向
い
て
い
て
、

　開
花
時
上
を
向
き
、
花
が
散
っ

　て
も
上
を
向
い
た
ま
ま
で
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　出
水
保
健
所
衛
生
係

　（☎
�
１
６
３
６
内
線
２
１
０
）

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
３
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

「
に
ち
よ
う
び

　さ
ん
ぽ
し
な
が
ら

　ご
み
ひ
ろ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
出
水
小
学
校
３
年

　溝
口

　志
歩

「
リ
サ
イ
ク
ル

　地
球
の
心
が

　ピ
ッ
カ
ピ
カ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　米
ノ
津
中
学
校
２
年

　城
戸

　康
成

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

3,093
2,309

7,260

4,170

10,589

12,629
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去

本
数

（
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年度

出水保健所管内抜去本数（平成25年5月末時点）

 

出水保健所管内抜去本数（2013年5月末時点）

2008

抜
去
本
数
（
本
）

2010 20122009 2011 2013

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
の
催
し
！

　彫
刻
を
し
て
、
か
わ
い
い
鳥
の

置
き
物
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

　
時
　２
月
16
日
（
日
）

　午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
30
分

場

　
所
　ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　み
実
験
室

定

　
員
　20
人

対
象
者
　中
学
生
以
上

材
料
費
　５
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

　い
ず
み
（
☎
�
８
９
１
５
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
周
辺
の
野
鳥

を
観
察
し
て
み
よ
う
！

日

　
時
　２
月
22
日
（
土
）

　午
前
９
時
～
同
11
時

場

　
所
　ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
周
辺

定

　
員
　20
人

対
象
者
　幼
児
か
ら
一
般
の
方

　

　た
だ
し
、
小
学
３
年
生
以
下
は

　保
護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
。

参
加
費
　無

　料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

　い
ず
み
（
☎
�
８
９
１
５
）

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

野
鳥
カ
ー
ビ
ン
グ
♪

　

　
野
鳥
観
察
会



　
出
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催

に
よ
る
「
第18
回
新
世
代
の
た
め

の
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
　時
　
２
月
９
日
（
日
）

　
午
後
１
時30
分
～
同
４
時30
分

場
　所
　高
尾
野
農
村
環
境
改
善

　セ
ン
タ
ー

　「生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、劇
団
に
よ
る
公
演
や
、

中
学
生
の
作
文
発
表
、
臨
床
心
理

士
に
よ
る
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
　劇
団
ま
な
づ
る
の
公
演

「
生
き
る
」

　九
州
大
会
に
６
大
会
連
続
出
場

す
る
な
ど
、
実
力
は
折
り
紙
つ
き

の
西
出
水
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
が
、
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　演
奏
曲
目
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド

レ
ー
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
Ｒ
ｉ

ｓ
ｉｎ
ｇ

　Ｓｕ
ｎ
な
ど
耳
に
し
た

こ
と
が
あ
る
曲
ば
か
り
で
す
。

日
　時

　３
月
８
日
（
土
）

　午
後
１
時
30
分

　（午
後
２
時
開
演
）

場
　所
　市
文
化
会
館

入
場
料
　無

　料

催

　
　
　
し

催

　
　
　
し

　
市
公
開
武
家
屋
敷
で
は
、
２
月

１
日
か
ら
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま

す
。
雅
で
華
や
か
な
ひ
な
飾
り
を

眺
め
な
が
ら
お
茶
を
一
服
し
ま
せ

ん
か
。

ひ
な
ま
つ
り
盆
点

日
　時
　３
月
２
日
（
日
）

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

定
　員
　先
着
１
０
０
人

場
　所
　市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹

　添
邸
」

料
　金
　３
０
０
円
（
お
菓
子
代

　含
む
）

主
　催
　出
水
市
も
て
な
し
の
心

　育
成
協
議
会
、
出
水
麓
街
な
み

　保
存
会

※
市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

　「税
所
邸
」
で
は
２
月
１
日
か

　ら
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
ひ
な

　人
形
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　本
庁
観
光
交
流

　課
（
☎
�
４
０
６
１
）

ひ
な
人
形
を
展
示
！

西
出
水
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
２
０
１
４
ス
プ
リ
ン
グ
コ

ン
サ
ー
ト

新
世
代
の
た
め
の
会
議

重
度
心
身
障
害
者
と
の
関
わ
り
の

中
で
、
障
害
を
持
っ
て
生
き
て
い

く
こ
と
の
本
質
を
学
び
ま
し
た
。

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
病
棟
で
は
、

青
年
期
で
亡
く
な
っ
て
い
く
患
者

さ
ん
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

　現
在
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
も
所

属
し
、
患
者
さ
ん
、
家
族
の
方
の
心

理
相
談
も
し
て
お
り
ま
す
。
30
年
間

に
わ
た
っ
て
、
命
の
現
場
で
働
か
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　出
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
☎

　０
９
０

－

８
７
６
３

－

２
９
２

　３
）（
担
当

　湯
田
）

命
は
自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

命
は
遠
い
遠
い
昔
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
。
命
の
バ
ト
ン
を
次
へ

と
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
世
に
存
在
す
る
命
あ
る
す
べ
て

の
も
の
は
、
自
ら
を
生
か
し
新
し

い
命
を
も
生
む
。
全
て
の
命
は
お

互
い
を
支
え
合
っ
て
い
る
。

二
　中
学
生
の
作
文
発
表

○「
家
族
へ
の
感
謝
を
込
め
て『
あ

　り
が
と
う
』
５
年
前
の
ぼ
く
た

　ち
か
ら
の
手
紙
」（
２
人
）

○
身
の
回
り
の
人
々
と
つ
な
が
る

　
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
し

　
た
た
め
た
作
文
（
２
人
）

三
　臨
床
心
理
士
　今
村
葉
子
先

　生
の
講
演
「
命
の
大
切
さ
」

大学通信教育春期合同入学説明会

が、２月16（日）に福岡市で開催さ

れます。参加申込不要・入場無料。

問い合わせ先

公益財団法人　私立大学通信教育

協会（☎０３－３８１３－３８７０）

第18回　マーチングイン九州2013

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市！
新海

の り
苔体験会開催！！

日　時　２月８日（土）
　　　　午前10時　新海苔体験会
　　　　午前11時　干物・鮮魚等販売
場　所　名護漁港

年賀状などの書き損じ
ハガキ等がカンボジア
地雷撤去支援に。

問い合わせ先
㈶カンボジア地雷撤去
キャンペーン事務局
（☎092－833－7575）

問い合わせ先
　西出水小学校（☎ 63 － 2155）

◎
昨
年
（
平
成24
年
）
度
の
報
告

　
配
布
数
　
１
万
１
８
３
９
人
　

　
回
答
者
数
　
７
０
３
５
人
　
　

　
提
出
率
　
59
㌫

　
提
出
者
の
う
ち
、
介
護
予
防
が

　
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
　
　
　

　
１
３
５
０
人
（
う
ち
介
護
予
防

　
教
室
参
加
者
：
１
０
０
人
）

　
年
々
、
提
出
し
て
く
だ
さ
る
方

は
増
え
て
き
て
お
り
、
本
年
（
平

成25
年
）
度
は
提
出
率
が73
㌫
を

超
え
て
い
ま
す
。介
護
予
防
は「
い

つ
か
や
る
」
の
で
は
な
く
「
今
や

る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
自
分
の
心
身
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、介
護
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

　
支
援
係
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー
）（
☎
�
２
４
７
７
）

　県営住宅の空き家待ち順位登録のための申込受付、
抽選が行われます。
物　件　県営千本付団地、同ラガール出水団地、同西
　　　　之口団地、同鶴亀タウン団地、同ウッドタウ
　　　　ン高尾野団地
申込書の配布・受付期間
　　　　２月３日（月）～同 24 日（月）
　　　　午前８時 30 分～午後５時
※土・日、祝祭日を除く
抽選日時・場所
　　　　３月６日（木）午後２時
　　　　県北薩地域振興局出水庁舎４階会議室
申込書配布場所・問い合わせ先
　　　　県営住宅指定管理者
　　　　㈱南日ホーム出水支社（県出水庁舎１階）
　　　　（☎ 63 － 7056）
※詳細については、鹿児島県ホームページでもご覧い
　ただけます。

　建
築
、
塗
装
、
内
装
、
ブ
ロ
ッ

ク
組
積
、
配
管
、
庭
園
管
理
に
関

す
る
技
術
・
技
能
の
習
得
を
目
的

と
し
た
、
職
業
入
校
生
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
科
目

　建
築
科
（
離
転
職
課
程
）

受
付
期
限
　２
月
24
日
（
月
）

県営住宅空き家待ち順位登録（本市内住宅分） 募

　
　
　
集

募

　
　
　
集

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

　支
援
係
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　タ
ー
）（
☎
�
２
４
７
７
）

　本
庁
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　（保
健
セ
ン
タ
ー
）

　（☎
�
２
１
４
３
）

～
介
護
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
～

　
本
市
で
は
、
年
に
一
回
、
介
護

予
防
の
た
め
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
と

は
、
心
身
の
機
能
や
日
常
生
活
行

為
（
外
出
や
家
事
、
生
活
全
般
の

活
動
）
な
ど
を
確
認
し
、
介
護
予

防
の
必
要
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も

の
で
す
。

対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方
（
介
護

　
認
定
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
）

内
　容
　
対
象
者
に
は
、
自
治
会

　
長
経
由
か
郵
送
に
て
基
本
チ
ェ

　
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

　
記
入
後
、
自
治
会
長
に
提
出
す

　
る
か
、
郵
送
で
い
き
い
き
長
寿

　
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

結
　果
　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
の
結
果
に
よ
り
、
必
要
な
方
に

　
は
介
護
予
防
の
た
め
の
教
室
を

　
ご
案
内
し
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
の
主
な
内
容

　
運
動
・
栄
養
改
善
・
口
腔
機
能

　
の
向
上
等

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
の
入
校
生
を
募
集

　ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
（
略
し
て
ロ
コ

モ
））
と
は
、
体
を
支
え
、
動
か

す
骨
や
筋
肉
な
ど
が
衰
え
て
く
る

状
態
の
こ
と
で
す
。
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
、
ロ
コ
モ
に
つ
い

て
の
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
お
よ
び
内
容

　２
月
５
日
（
水
）

○
午
後
１
時
30
分

　体
操「
家
庭
で
で
き
る
肩
こ
り
・

　腰
痛
・
膝
痛
予
防
お
よ
び
改
善

　の
た
め
の
体
操
」

　講
師

　川
﨑

　真
理
子

　氏

　（出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

○
午
後
３
時

　講
演
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

　ロ
ー
ム
に
つ
い
て
」

　講
師

　出
水
郡
医
師
会
広
域
医

　療
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
部
長

　恒
吉

　康
弘

　先
生

場
　所
　高
尾
野
農
業
者
健
康
管

　理
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　無

　料

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
い
で

　く
だ
さ
い
。
体
操
の
み
、
講
演

　の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。
ポ

　イ
ン
ト
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

　ご
持
参
く
だ
さ
い
。

健

　
　
　
康

健

　
　
　
康

介
護
予
防
教
室
を
開
催

地
域
包
括

　
　支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

応
募
資
格
　公
共
職
業
安
定
所
に

　求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
雇

　用
保
険
受
給
資
格
者
等

選
考
日
　３
月
４
日
（
火
）

選
考
場
所

　宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

選
考
方
法
　
　

　筆
記
試
験
・
数
学
（
義
務
教
育

　修
了
程
度
）、
面
接

合
格
発
表
　３
月
６
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

　〒
８
９
５

－

１
８
０
４

　薩
摩

　郡
さ
つ
ま
町
船
木
８
８
１
番
地

　宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
（
☎

　０
９
９
６

－

５
３

－

０
２
０
７
）



　
出
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催

に
よ
る
「
第18
回
新
世
代
の
た
め

の
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
　時
　
２
月
９
日
（
日
）

　
午
後
１
時30
分
～
同
４
時30
分

場
　所
　高
尾
野
農
村
環
境
改
善

　セ
ン
タ
ー

　「生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、劇
団
に
よ
る
公
演
や
、

中
学
生
の
作
文
発
表
、
臨
床
心
理

士
に
よ
る
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
　劇
団
ま
な
づ
る
の
公
演

「
生
き
る
」

　九
州
大
会
に
６
大
会
連
続
出
場

す
る
な
ど
、
実
力
は
折
り
紙
つ
き

の
西
出
水
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
が
、
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　演
奏
曲
目
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド

レ
ー
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
Ｒ
ｉ

ｓ
ｉｎ
ｇ

　Ｓｕ
ｎ
な
ど
耳
に
し
た

こ
と
が
あ
る
曲
ば
か
り
で
す
。

日
　時

　３
月
８
日
（
土
）

　午
後
１
時
30
分

　（午
後
２
時
開
演
）

場
　所
　市
文
化
会
館

入
場
料
　無

　料

催

　
　
　
し

催

　
　
　
し

　
市
公
開
武
家
屋
敷
で
は
、
２
月

１
日
か
ら
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま

す
。
雅
で
華
や
か
な
ひ
な
飾
り
を

眺
め
な
が
ら
お
茶
を
一
服
し
ま
せ

ん
か
。

ひ
な
ま
つ
り
盆
点

日
　時
　３
月
２
日
（
日
）

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

定
　員
　先
着
１
０
０
人

場
　所
　市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹

　添
邸
」

料
　金
　３
０
０
円
（
お
菓
子
代

　含
む
）

主
　催
　出
水
市
も
て
な
し
の
心

　育
成
協
議
会
、
出
水
麓
街
な
み

　保
存
会

※
市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

　「税
所
邸
」
で
は
２
月
１
日
か

　ら
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
ひ
な

　人
形
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　本
庁
観
光
交
流

　課
（
☎
�
４
０
６
１
）

ひ
な
人
形
を
展
示
！

西
出
水
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
２
０
１
４
ス
プ
リ
ン
グ
コ

ン
サ
ー
ト

新
世
代
の
た
め
の
会
議

重
度
心
身
障
害
者
と
の
関
わ
り
の

中
で
、
障
害
を
持
っ
て
生
き
て
い

く
こ
と
の
本
質
を
学
び
ま
し
た
。

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
病
棟
で
は
、

青
年
期
で
亡
く
な
っ
て
い
く
患
者

さ
ん
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

　現
在
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
も
所

属
し
、
患
者
さ
ん
、
家
族
の
方
の
心

理
相
談
も
し
て
お
り
ま
す
。
30
年
間

に
わ
た
っ
て
、
命
の
現
場
で
働
か
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　出
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
☎

　０
９
０

－

８
７
６
３

－

２
９
２

　３
）（
担
当

　湯
田
）

命
は
自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

命
は
遠
い
遠
い
昔
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
。
命
の
バ
ト
ン
を
次
へ

と
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
世
に
存
在
す
る
命
あ
る
す
べ
て

の
も
の
は
、
自
ら
を
生
か
し
新
し

い
命
を
も
生
む
。
全
て
の
命
は
お

互
い
を
支
え
合
っ
て
い
る
。

二
　中
学
生
の
作
文
発
表

○「
家
族
へ
の
感
謝
を
込
め
て『
あ

　り
が
と
う
』
５
年
前
の
ぼ
く
た

　ち
か
ら
の
手
紙
」（
２
人
）

○
身
の
回
り
の
人
々
と
つ
な
が
る

　
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
し

　
た
た
め
た
作
文
（
２
人
）

三
　臨
床
心
理
士
　今
村
葉
子
先

　生
の
講
演
「
命
の
大
切
さ
」

大学通信教育春期合同入学説明会

が、２月16（日）に福岡市で開催さ

れます。参加申込不要・入場無料。

問い合わせ先

公益財団法人　私立大学通信教育

協会（☎０３－３８１３－３８７０）

第18回　マーチングイン九州2013

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市！
新海

の り
苔体験会開催！！

日　時　２月８日（土）
　　　　午前10時　新海苔体験会
　　　　午前11時　干物・鮮魚等販売
場　所　名護漁港

年賀状などの書き損じ
ハガキ等がカンボジア
地雷撤去支援に。

問い合わせ先
㈶カンボジア地雷撤去
キャンペーン事務局
（☎092－833－7575）

問い合わせ先
　西出水小学校（☎ 63 － 2155）

◎
昨
年
（
平
成24
年
）
度
の
報
告

　
配
布
数
　
１
万
１
８
３
９
人
　

　
回
答
者
数
　
７
０
３
５
人
　
　

　
提
出
率
　
59
㌫

　
提
出
者
の
う
ち
、
介
護
予
防
が

　
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
　
　
　

　
１
３
５
０
人
（
う
ち
介
護
予
防

　
教
室
参
加
者
：
１
０
０
人
）

　
年
々
、
提
出
し
て
く
だ
さ
る
方

は
増
え
て
き
て
お
り
、
本
年
（
平

成25
年
）
度
は
提
出
率
が73
㌫
を

超
え
て
い
ま
す
。介
護
予
防
は「
い

つ
か
や
る
」
の
で
は
な
く
「
今
や

る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
自
分
の
心
身
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、介
護
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

　
支
援
係
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー
）（
☎
�
２
４
７
７
）

　県営住宅の空き家待ち順位登録のための申込受付、
抽選が行われます。
物　件　県営千本付団地、同ラガール出水団地、同西
　　　　之口団地、同鶴亀タウン団地、同ウッドタウ
　　　　ン高尾野団地
申込書の配布・受付期間
　　　　２月３日（月）～同 24 日（月）
　　　　午前８時 30 分～午後５時
※土・日、祝祭日を除く
抽選日時・場所
　　　　３月６日（木）午後２時
　　　　県北薩地域振興局出水庁舎４階会議室
申込書配布場所・問い合わせ先
　　　　県営住宅指定管理者
　　　　㈱南日ホーム出水支社（県出水庁舎１階）
　　　　（☎ 63 － 7056）
※詳細については、鹿児島県ホームページでもご覧い
　ただけます。

　建
築
、
塗
装
、
内
装
、
ブ
ロ
ッ

ク
組
積
、
配
管
、
庭
園
管
理
に
関

す
る
技
術
・
技
能
の
習
得
を
目
的

と
し
た
、
職
業
入
校
生
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
科
目

　建
築
科
（
離
転
職
課
程
）

受
付
期
限
　２
月
24
日
（
月
）

県営住宅空き家待ち順位登録（本市内住宅分） 募

　
　
　
集

募

　
　
　
集

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

　支
援
係
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　タ
ー
）（
☎
�
２
４
７
７
）

　本
庁
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　（保
健
セ
ン
タ
ー
）

　（☎
�
２
１
４
３
）

～
介
護
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
～

　
本
市
で
は
、
年
に
一
回
、
介
護

予
防
の
た
め
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
と

は
、
心
身
の
機
能
や
日
常
生
活
行

為
（
外
出
や
家
事
、
生
活
全
般
の

活
動
）
な
ど
を
確
認
し
、
介
護
予

防
の
必
要
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も

の
で
す
。

対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方
（
介
護

　
認
定
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
）

内
　容
　
対
象
者
に
は
、
自
治
会

　
長
経
由
か
郵
送
に
て
基
本
チ
ェ

　
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

　
記
入
後
、
自
治
会
長
に
提
出
す

　
る
か
、
郵
送
で
い
き
い
き
長
寿

　
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

結
　果
　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
の
結
果
に
よ
り
、
必
要
な
方
に

　
は
介
護
予
防
の
た
め
の
教
室
を

　
ご
案
内
し
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
の
主
な
内
容

　
運
動
・
栄
養
改
善
・
口
腔
機
能

　
の
向
上
等

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
の
入
校
生
を
募
集

　ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
（
略
し
て
ロ
コ

モ
））
と
は
、
体
を
支
え
、
動
か

す
骨
や
筋
肉
な
ど
が
衰
え
て
く
る

状
態
の
こ
と
で
す
。
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
、
ロ
コ
モ
に
つ
い

て
の
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
お
よ
び
内
容

　２
月
５
日
（
水
）

○
午
後
１
時
30
分

　体
操「
家
庭
で
で
き
る
肩
こ
り
・

　腰
痛
・
膝
痛
予
防
お
よ
び
改
善

　の
た
め
の
体
操
」

　講
師

　川
﨑

　真
理
子

　氏

　（出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

○
午
後
３
時

　講
演
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

　ロ
ー
ム
に
つ
い
て
」

　講
師

　出
水
郡
医
師
会
広
域
医

　療
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
部
長

　恒
吉

　康
弘

　先
生

場
　所
　高
尾
野
農
業
者
健
康
管

　理
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　無

　料

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
い
で

　く
だ
さ
い
。
体
操
の
み
、
講
演

　の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。
ポ

　イ
ン
ト
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

　ご
持
参
く
だ
さ
い
。

健

　
　
　
康

健

　
　
　
康

介
護
予
防
教
室
を
開
催

地
域
包
括

　
　支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

応
募
資
格
　公
共
職
業
安
定
所
に

　求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
雇

　用
保
険
受
給
資
格
者
等

選
考
日
　３
月
４
日
（
火
）

選
考
場
所

　宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

選
考
方
法
　
　

　筆
記
試
験
・
数
学
（
義
務
教
育

　修
了
程
度
）、
面
接

合
格
発
表
　３
月
６
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

　〒
８
９
５

－

１
８
０
４

　薩
摩

　郡
さ
つ
ま
町
船
木
８
８
１
番
地

　宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
（
☎

　０
９
９
６

－

５
３

－

０
２
０
７
）



　２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
４
月

か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
の
診
療
予
約

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
町
村
な
ど

が
作
成
す
る
紹
介
票
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る

場
合
は
、
ま
ず
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉

課
な
ど
に
相
談
し
て
早
期
に
療
育

関
係
機
関
の
支
援
を
受
け
ま
し
ょ

う
。　な

お
、
診
療
予
約
以
外
の
電
話

に
よ
る
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
同
セ
ン
タ
ー
で
も

直
接
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー

　（☎
０
９
９

－

２
６
５

－

０
０

　０
５
）

　本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　（☎
�
４
０
４
５
）

　市
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　

　（保
健
セ
ン
タ
ー
）

　（☎
�
２
１
４
３
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン

タ
ー
の
診
療
予
約
方
法
が
変

わ
り
ま
す

　本
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
（
エ
コ
ー
い
ず
み
）
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
『
広
報
い
ず
み

の
音
声
テ
ー
プ
』
を
、
無
料
で
目

の
不
自
由
な
方
々
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
点
字
版
の
広
報
い
ず
み

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
稲

穂
の
会
）
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

無
料
で
目
の
不
自
由
な
方
々
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　家
族
や
身
の
回
り
の
方
で
必
要

な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
福
祉
課
社
会
福
祉

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　（☎
�
４
０
４
５
）

広
報
い
ず
み
を『
声
』と『
点

字
』
で
お
届
け
し
て
い
ま
す

　県
で
は
、
労
働
に
つ
い
て
の

様
々
な
制
度
や
疑
問
、
ト
ラ
ブ
ル

に
関
す
る
相
談
、
退
職
に
伴
う
再

就
職
・
生
活
支
援
に
関
す
る
相
談

等
を
受
け
て
お
り
、
次
の
と
お
り

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

　相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　年
２
月
26
日
（
水
）

内
　容

○
午
前
11
時
～
正
午

　労
働
ミ
ニ
講
話
（
働
く
人
の
知

　っ
て
お
き
た
い
労
働
条
件
基
礎

　知
識
）

○
午
後
１
時
～
同
４
時

　労
働
相
談(

社
会
保
険
労
務
士

　等
の
労
働
相
談
員
が
相
談
に
応

　じ
ま
す)

会
　場

○
労
働
ミ
ニ
講
話

　本
庁
３
階
大
会
議
室

○
労
働
相
談

　本
庁
３
階
３
０
３
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先
　本
庁
商
工
労
政

　課
（
☎
�
４
８
０
０
）

※
出
張
相
談
日
以
外
で
も
、
県
庁

　雇
用
労
政
課
内
の
専
用
電
話
で

　電
話
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
１
８

　８（
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　午
後
１
時
～
同
５
時
）

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

　
　
　
　
　
　（出
張
相
談
）

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
こ
こ
ろ
の
相

談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　時
　３
月
５
日
（
水
）

　午
後
２
時
～
同
５
時
（
相
談
時

　間
、
１
人
50
分
程
度
）

場
　所
　出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　容
　カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

　個
別
相
談
（
診
察
・
診
断
は
で

　き
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
方
法
　予
約
が
必
要
で

　す
。
ご
希
望
の
方
は
２
月
28
日

　（金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

　へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
希
望
多
数
の
場
合
は
、
お
断
り

　す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

　了
承
く
だ
さ
い
。

相
談
料
　無

　料

相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　市
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　

　（保
健
セ
ン
タ
ー
）

　（☎
�
２
１
４
３
）

相

　
　
　
談

相

　
　
　
談

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

　県
の
最
低
賃
金
が
２
０
１
３

（
平
成
25
）
年
10
月
16
日
か
ら
改

正
さ
れ
、
時
間
額
６
６
５
円
と
な

り
ま
し
た
。

　鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
は
、
臨

時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

県
下
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
、
使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
て

最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　た
だ
し
、次
の
産
業
は
特
定（
産

業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　通
信
機
械
器
具
製
造
業

　（時
間
額
７
１
０
円
）

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　（時
間
額
６
８
５
円
）

○
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　（時
間
額
７
３
５
円
）

問
い
合
わ
せ
先

　鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室
（
☎
０

　９
９

－

２
２
３

－

８
２
７
８
）

県
の
最
低
賃
金
は

　
　時
間
額
６
６
５
円

霧島アートの森は、２
月17日（月）～同24日
（月）の８日間臨時休園
します。

問い合わせ先
鹿児島県霧島アートの森
（☎0995－74－5945）

　現
在
、
こ
ど
も
課
に
家
庭
相
談

員
（
兼
母
子
自
立
支
援
員
）
を
配

置
し
て
、
様
々
な
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。家

庭
児
童
相
談

　す
べ
て
の
児
童
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成

長
で
き
る
こ
と
を
願
い
、

18
歳
未
満
の
子
ど
も
さ

ん
に
つ
い
て
、
各
種
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　家
族
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・

学
校
・
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
方
な
ど
、
ど

な
た
か
ら
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。

相
談
内
容

　発
達
相
談
、
育
児
、
　

　児
童
虐
待
、
い
じ
め
、

　不
登
校
等

相
談
日
時

　原
則
、
月
曜
～
金
曜

の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
。

※
緊
急
の
場
合
は
こ
の
限

　り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
方
法
　電
話
（
☎
�
２
６
８

　８
（
直
通
））
ま
た
は
直
接
窓

　口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

母
子
自
立
支
援

　母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
を
対
象

に
、
そ
の
自
立
に
必
要
な
情
報
提

供
、
相
談
等
を
行
い
、
併
せ
て
職

業
能
力
の
向
上
お
よ
び
生
活
支
援

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

他
の
女
性
の
自
立
に
必
要
な
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　母
子
家
庭
の
母
親
が
資
格
免
許

等
を
取
得
す
る
場
合
の
助
成
制
度

は
次
の
と
お
り
で
す
。
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
支
給
事
業

費
補
助
金
…
資
格
取
得
等
の
た
め

　学
校
に
通
う
場
合
の
生
活
費
の

　助
成

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
支
給

事
業
費
補
助
金
…
講
座
を
受
講
す

　る
場
合
の
受
講
料
へ
の
助
成

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　（☎
�
４
０
４
７
）

～
選
挙
人
名
簿
抄
本
の
閲
覧
～

　公
職
選
挙
法
で
は
、
選
挙
人
名

簿
抄
本
の
閲
覧
が
で
き
る
場
合
を

次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

○
特
定
の
者
が
選
挙
人
名
簿
に
登

　録
さ
れ
た
者
で
あ
る
か
ど
う
か

　確
認
す
る
た
め
に
閲
覧
す
る
場

　合
○
公
職
の
候
補
者
等
、
政
党
そ
の

　他
の
政
治
団
体
が
政
治
活
動
・

　選
挙
運
動
を
行
う
た
め
に
閲
覧

　す
る
場
合

○
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術

　研
究
そ
の
他
の
調
査
研
究
で
、

　公
益
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る

　も
の
の
う
ち
政
治
・
選
挙
に
関

　す
る
も
の
を
実
施
す
る
た
め
に

　閲
覧
す
る
場
合

※
閲
覧
に
よ
り
知
り
得
た
事
項
が

　不
当
な
目
的
に
利
用
さ
れ
る
お

　そ
れ
が
あ
る
場
合
等
に
は
、
閲

　覧
を
拒
否
し
ま
す
。

※
選
挙
人
名
簿
抄
本
を
コ
ピ
ー
す

　る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
運
動
の
期
間

　選
挙
運
動
は
、
立
候
補
届
出
後

か
ら
選
挙
の
期
日
の
前
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
立
候
補
届
出
前
に

選
挙
運
動
を
す
る
こ
と
は
事
前
運

動
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談
お
よ
び

母
子
自
立
支
援

地
位
利
用
に
よ
る
選
挙
運
動
の
禁

止
　公
務
員
等
（
民
生
委
員
・
自
治

会
長
等
を
含
む
。）
お
よ
び
教
育

者
は
、
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
選

挙
運
動
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　（☎
�
４
１
２
４
）

　農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
こ
の
名
簿

は
縦
覧
後
に
確
定
し
、
農
業
委
員

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

椎
しいのき

木　重
しげはる

治　さん（67）
出水市の好きなところは？
　老若男女問わず、芸能、文化、
スポーツを楽しむ方が多いところ。
出水市に望むことは？
　市民からいろんな意見がある
が、行政からの回答等がほしい。
　中央商店街通りに安全施
策の一つとして、街灯・照明
を検討してるのか？
ひと言　大事な選挙の年で
す。必ず投票に行きましょう！

片
かたのさか

野坂 由
ゆ み こ

美子さん（61）
出水市の好きなところは？
　幼少の頃から渡来していた
鶴が、今では万羽鶴となり、
出水の人の温かさやおもてな
しのおかげでしょう。
出水市に望むことは？
　素敵な出水にもっと若者
が帰って来てほしい。高齢化
対策も考えてほしいです。
ひと言　出水で育つ６人の孫
たちの成長が楽しみです！

元気ですね先輩！

会
委
員
の
選
挙
な
ど
に
使
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
方
は
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間

　２
月
23
日
（
日
）
～
３
月
９
日

　（日
）

縦
覧
時
間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

縦
覧
場
所

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　（本
庁
内
）

問
い
合
わ
せ
先

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　（☎
�
４
１
２
４
）



　２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
４
月

か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
の
診
療
予
約

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
町
村
な
ど

が
作
成
す
る
紹
介
票
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る

場
合
は
、
ま
ず
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉

課
な
ど
に
相
談
し
て
早
期
に
療
育

関
係
機
関
の
支
援
を
受
け
ま
し
ょ

う
。　な

お
、
診
療
予
約
以
外
の
電
話

に
よ
る
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
同
セ
ン
タ
ー
で
も

直
接
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー

　（☎
０
９
９

－

２
６
５

－

０
０

　０
５
）

　本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　（☎
�
４
０
４
５
）

　市
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　

　（保
健
セ
ン
タ
ー
）

　（☎
�
２
１
４
３
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン

タ
ー
の
診
療
予
約
方
法
が
変

わ
り
ま
す

　本
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
（
エ
コ
ー
い
ず
み
）
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
『
広
報
い
ず
み

の
音
声
テ
ー
プ
』
を
、
無
料
で
目

の
不
自
由
な
方
々
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　ま
た
、
点
字
版
の
広
報
い
ず
み

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
稲

穂
の
会
）
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

無
料
で
目
の
不
自
由
な
方
々
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　家
族
や
身
の
回
り
の
方
で
必
要

な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
福
祉
課
社
会
福
祉

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　（☎
�
４
０
４
５
）

広
報
い
ず
み
を『
声
』と『
点

字
』
で
お
届
け
し
て
い
ま
す

　県
で
は
、
労
働
に
つ
い
て
の

様
々
な
制
度
や
疑
問
、
ト
ラ
ブ
ル

に
関
す
る
相
談
、
退
職
に
伴
う
再

就
職
・
生
活
支
援
に
関
す
る
相
談

等
を
受
け
て
お
り
、
次
の
と
お
り

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

　相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　年
２
月
26
日
（
水
）

内
　容

○
午
前
11
時
～
正
午

　労
働
ミ
ニ
講
話
（
働
く
人
の
知

　っ
て
お
き
た
い
労
働
条
件
基
礎

　知
識
）

○
午
後
１
時
～
同
４
時

　労
働
相
談(

社
会
保
険
労
務
士

　等
の
労
働
相
談
員
が
相
談
に
応

　じ
ま
す)

会
　場

○
労
働
ミ
ニ
講
話

　本
庁
３
階
大
会
議
室

○
労
働
相
談

　本
庁
３
階
３
０
３
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先
　本
庁
商
工
労
政

　課
（
☎
�
４
８
０
０
）

※
出
張
相
談
日
以
外
で
も
、
県
庁

　雇
用
労
政
課
内
の
専
用
電
話
で

　電
話
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
１
８

　８（
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　午
後
１
時
～
同
５
時
）

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

　
　
　
　
　
　（出
張
相
談
）

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
こ
こ
ろ
の
相

談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　時
　３
月
５
日
（
水
）

　午
後
２
時
～
同
５
時
（
相
談
時

　間
、
１
人
50
分
程
度
）

場
　所
　出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　容
　カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

　個
別
相
談
（
診
察
・
診
断
は
で

　き
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
方
法
　予
約
が
必
要
で

　す
。
ご
希
望
の
方
は
２
月
28
日

　（金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

　へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
希
望
多
数
の
場
合
は
、
お
断
り

　す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

　了
承
く
だ
さ
い
。

相
談
料
　無

　料

相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　市
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　

　（保
健
セ
ン
タ
ー
）

　（☎
�
２
１
４
３
）

相

　
　
　
談

相

　
　
　
談

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

　県
の
最
低
賃
金
が
２
０
１
３

（
平
成
25
）
年
10
月
16
日
か
ら
改

正
さ
れ
、
時
間
額
６
６
５
円
と
な

り
ま
し
た
。

　鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
は
、
臨

時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

県
下
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
、
使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
て

最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　た
だ
し
、次
の
産
業
は
特
定（
産

業
別
）
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　通
信
機
械
器
具
製
造
業

　（時
間
額
７
１
０
円
）

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　（時
間
額
６
８
５
円
）

○
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　（時
間
額
７
３
５
円
）

問
い
合
わ
せ
先

　鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室
（
☎
０

　９
９

－

２
２
３

－
８
２
７
８
）

県
の
最
低
賃
金
は

　
　時
間
額
６
６
５
円

霧島アートの森は、２
月17日（月）～同24日
（月）の８日間臨時休園
します。

問い合わせ先
鹿児島県霧島アートの森
（☎0995－74－5945）

　現
在
、
こ
ど
も
課
に
家
庭
相
談

員
（
兼
母
子
自
立
支
援
員
）
を
配

置
し
て
、
様
々
な
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。家

庭
児
童
相
談

　す
べ
て
の
児
童
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成

長
で
き
る
こ
と
を
願
い
、

18
歳
未
満
の
子
ど
も
さ

ん
に
つ
い
て
、
各
種
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　家
族
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・

学
校
・
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
方
な
ど
、
ど

な
た
か
ら
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。

相
談
内
容

　発
達
相
談
、
育
児
、
　

　児
童
虐
待
、
い
じ
め
、

　不
登
校
等

相
談
日
時

　原
則
、
月
曜
～
金
曜

の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
。

※
緊
急
の
場
合
は
こ
の
限

　り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
方
法
　電
話
（
☎
�
２
６
８

　８
（
直
通
））
ま
た
は
直
接
窓

　口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

母
子
自
立
支
援

　母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
を
対
象

に
、
そ
の
自
立
に
必
要
な
情
報
提

供
、
相
談
等
を
行
い
、
併
せ
て
職

業
能
力
の
向
上
お
よ
び
生
活
支
援

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

他
の
女
性
の
自
立
に
必
要
な
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　母
子
家
庭
の
母
親
が
資
格
免
許

等
を
取
得
す
る
場
合
の
助
成
制
度

は
次
の
と
お
り
で
す
。
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
支
給
事
業

費
補
助
金
…
資
格
取
得
等
の
た
め

　学
校
に
通
う
場
合
の
生
活
費
の

　助
成

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
支
給

事
業
費
補
助
金
…
講
座
を
受
講
す

　る
場
合
の
受
講
料
へ
の
助
成

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　（☎
�
４
０
４
７
）

～
選
挙
人
名
簿
抄
本
の
閲
覧
～

　公
職
選
挙
法
で
は
、
選
挙
人
名

簿
抄
本
の
閲
覧
が
で
き
る
場
合
を

次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

○
特
定
の
者
が
選
挙
人
名
簿
に
登

　録
さ
れ
た
者
で
あ
る
か
ど
う
か

　確
認
す
る
た
め
に
閲
覧
す
る
場

　合
○
公
職
の
候
補
者
等
、
政
党
そ
の

　他
の
政
治
団
体
が
政
治
活
動
・

　選
挙
運
動
を
行
う
た
め
に
閲
覧

　す
る
場
合

○
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術

　研
究
そ
の
他
の
調
査
研
究
で
、

　公
益
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る

　も
の
の
う
ち
政
治
・
選
挙
に
関

　す
る
も
の
を
実
施
す
る
た
め
に

　閲
覧
す
る
場
合

※
閲
覧
に
よ
り
知
り
得
た
事
項
が

　不
当
な
目
的
に
利
用
さ
れ
る
お

　そ
れ
が
あ
る
場
合
等
に
は
、
閲

　覧
を
拒
否
し
ま
す
。

※
選
挙
人
名
簿
抄
本
を
コ
ピ
ー
す

　る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
運
動
の
期
間

　選
挙
運
動
は
、
立
候
補
届
出
後

か
ら
選
挙
の
期
日
の
前
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
立
候
補
届
出
前
に

選
挙
運
動
を
す
る
こ
と
は
事
前
運

動
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談
お
よ
び

母
子
自
立
支
援

地
位
利
用
に
よ
る
選
挙
運
動
の
禁

止
　公
務
員
等
（
民
生
委
員
・
自
治

会
長
等
を
含
む
。）
お
よ
び
教
育

者
は
、
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
選

挙
運
動
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　（☎
�
４
１
２
４
）

　農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
こ
の
名
簿

は
縦
覧
後
に
確
定
し
、
農
業
委
員

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

椎
しいのき

木　重
しげはる

治　さん（67）
出水市の好きなところは？
　老若男女問わず、芸能、文化、
スポーツを楽しむ方が多いところ。
出水市に望むことは？
　市民からいろんな意見がある
が、行政からの回答等がほしい。
　中央商店街通りに安全施
策の一つとして、街灯・照明
を検討してるのか？
ひと言　大事な選挙の年で
す。必ず投票に行きましょう！

片
かたのさか

野坂 由
ゆ み こ

美子さん（61）
出水市の好きなところは？
　幼少の頃から渡来していた
鶴が、今では万羽鶴となり、
出水の人の温かさやおもてな
しのおかげでしょう。
出水市に望むことは？
　素敵な出水にもっと若者
が帰って来てほしい。高齢化
対策も考えてほしいです。
ひと言　出水で育つ６人の孫
たちの成長が楽しみです！

元気ですね先輩！

会
委
員
の
選
挙
な
ど
に
使
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
方
は
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間

　２
月
23
日
（
日
）
～
３
月
９
日

　（日
）

縦
覧
時
間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

縦
覧
場
所

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　（本
庁
内
）

問
い
合
わ
せ
先

　選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　（☎
�
４
１
２
４
）



　西
大
野
原
（
出
水
）
自
治
会
で

は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

に
よ
り
、
無
線
に
よ
る
屋
外
放
送

設
備
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
様
々
な
活

動
に
対
し
て
助
成
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
金
で
屋
外

放
送
設
備
を
整
備

新
にいろ
納　聡

さとこ
子さん（30）

出水市の好きなところは？
　食べ物が新鮮でおいしいと
ころ。
出水市に望むことは？
　若者たちが遊べる場所がほ
しいです。
ひと言
　シオさん、ご結婚オメデト
ウ！！！

橋
はしぐち
口　光

みつひろ
大　さん（32）

出水市の好きなところは？
　人も環境ものんびりして
いるところ。
出水市に望むことは？
　小児科を充実させてほし
い。
ひと言
　僕も地域貢献できるよう頑
張りますので、出水市も頑張
ってください。

集まれ応援団！ 働く婦人の家一日講座の参加者募集
開講場所 働く婦人の家（保健センター２階）
対 象 者 市内に居住または勤務している女性
申し込み方法 電話でお申し込みください。
申 込 先 働く婦人の家（☎ 63 － 2185）

「ヒップホップダンス体験」講座
アップやダウンのリズムに合わせ、
全身を使って楽しく踊ってみませんか。

開 講 日 ３月 17 日（月）
開講時間 午後８時～同 10 時
講 師 大平　真理子　氏　
受 講 料 無　料
申込締め切り日 ３月 5日（水）

2013年度出水市公民館講座のご案内
　江戸時代の絵地図を楽しむ講座
　市中央公民館では、本年度を締めくくる最後の公民館講座として
次の通り、歴史講座を開催いたします。
　江戸時代の絵地図と現代の鹿児島・出水の地図を見比べながら、
わかりやすく時代の移り変わりを学べる講座ですので、興味のある
方は是非ご参加ください。
対　　象　市内居住または市内に通学・通勤する高校生・一般の方。
定　　員　３０人
開 催 日　２月 23 日（日曜日）
開催時刻　午後１時～同２時 30 分
開催場所　市中央公民館
講　　師　肱岡　隆夫　氏（出水歴史民俗資料館）
受 講 料　無　料
申込期限　２月 17 日（月曜日）

申し込み方法　電話、ＦＡＸでお申し込みください。
※ＦＡＸで申し込まれた場合は折り返し確認します。3日以内にＦ
　ＡＸが届かない時はご連絡ください。
開 講 式　講座開催日に行います。
※原則として定員の半数以上の受講希望者がある場合に開講します。
※募集定員を超えた場合は、出水市民であり、かつ、初めて受講さ
　れる方を優先し、抽選を行います。
申込・問い合わせ先
　市中央公民館　☎ 63 － 2106　FAX64 － 1105

ＮＨＫ学園　生徒募集中！

ＮＨＫ学園では、通信制の高等学校普通科および生
涯学習通信講座の生徒・受講者を募集しています。
興味のある方は、無料の案内書をご請求ください。

問い合わせ先
　ＮＨＫ学園（☎042－572－3151（代表））
　案内書請求フリーダイヤル（☎0120－06－8881）

　働
く
婦
人
の
家
は
、
勤
労
婦
人

お
よ
び
家
庭
婦
人
の
福
祉
増
進
を

図
る
た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、

使
用
料
は
、
開
館
当
初
か
ら
無
料

で
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　し
か
し
、
市
の
他
の
同
様
施

設
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
４
月
１

日
か
ら
有
料
化
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　使
用
料
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

働
く
婦
人
の
家
の
有
料
化

に
つ
い
て

～
ル
ー
ル
っ
て
だ
れ
の
た

　め
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
～

　子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭

で
の
ル
ー
ル
や
約
束
を

守
っ
た
り
破
っ
た
り
し
な

が
ら
、
人
と
の
関
係
の
在

り
方
や
社
会
の
ル
ー
ル
の

大
切
さ
を
学
ん
で
い
き
ま

す
。　家

庭
の
ル
ー
ル
に
は
、

あ
い
さ
つ
、
家
に
帰
る
時

間
、
寝
る
時
間
、
き
ち
ん

と
し
た
姿
勢
な
ど
の
生

活
上
の
ル
ー
ル
も
あ
れ

ば
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
、
う
そ
を
つ
か
な
い

な
ど
と
い
っ
た
道
徳
上
の

ル
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　し
つ
け
に
一
貫
性
を
も

た
せ
、
し
っ
か
り
と
身
に

つ
け
さ
せ
る
た
め
に
も
、

夫
婦
が
よ
く
相
談
し
て

は
っ
き
り
し
た
ル
ー
ル
を

つ
く
り
、
子
ど
も
と
と
も
に
親
も

そ
れ
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

子
ど
も
の
意
見
を
聞
い
て
一
緒
に

ル
ー
ル
を
つ
く
る
と
い
う
姿
勢
も

大
切
で
す
。

文
部
科
学
省
発
行
：
家
庭
教
育
手

帳
よ
り

問
い
合
わ
せ
先

　市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
�
２
２
０
０
）

子
育
て
広
場
⑰

大
腸
菌
群
数

　乳
糖
を
分
解
し
て
酸
と
一
定
量

以
上
の
ガ
ス
を
発
生
す
る
細
菌
群

の
量
を
数
値
化
し
た
も
の
で
、
衛

生
上
の
指
標
と
な
り
ま
す
。

　河
川
の
汚
濁
は
、
生
活
排
水
や

工
場
・
畜
産
な
ど
の
産
業
排
水
に

よ
る
人
為
的
な
影
響
が
大
き
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
河
川
を
き
れ

い
に
す
る
た
め
に
、
市
民
の
み
な

さ
ん
、
事
業
者
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　み
ん
な
の
川

　
　み
ん
な
で
き
れ
い
に
！

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　（☎
�
４
０
４
２
）

　市
内
を
流
れ
る
河
川（
46
地
点
）

で
水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

主
な
河
川
の
調
査
結
果
は
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。

　大
腸
菌
群
数
が
高
い
数
値
を
示

し
て
い
ま
す
。
大
腸
菌
は
自
然
に

存
在
す
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
全

国
的
に
基
準
値
超
過
は
多
く
の
河

川
に
見
ら
れ
る
傾
向
の
よ
う
で

す
。
数
値
が
高
い
か
ら
即
汚
染

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
般
的
に
は
１
万
Ｍ
Ｐ
Ｎ
／

１
０
０
㍉
㍑
以
上
に
な
る
と
や
や

高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
用
語
解
説

ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）

　水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
指
数
で
０

～
14
の
範
囲
で
表
示
す
る
。
７
の

付
近
が
中
性
で
７
よ
り
低
け
れ
ば

酸
性
、
７
よ
り
高
け
れ
ば
ア
ル
カ

リ
性
と
な
る
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
）　河

川
な
ど
の
汚
れ
の
程
度
を
示

す
数
値
で
、
水
中
の
好
気
性
微
生

物
が
有
機
物
を
酸
化
分
解
す
る
の

に
使
っ
た
酸
素
量
を
示
し
、
数
値

が
低
い
ほ
ど
よ
い
。

Ｓ
Ｓ
（
浮
遊
物
質
量
）

　水
中
に
浮
遊
し
て
い
る
不
溶
解

性
の
粒
子
状
物
質
を
数
値
化
し
た

も
の
で
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
水
の

濁
り
が
少
な
く
、透
明
度
が
高
い
。

主
な
河
川
の
水
質
調
査
結
果

使用料
１時間当たり

冷暖房使用料
１時間当たり

講習室A 100 円 150 円
講習室 B 100 円 150 円

講習室Ｃ和室 100 円 150 円
講習室Ｄ和室 100 円 150 円
調理実習室 300 円 200 円
軽運動室 200 円 300 円

調査結果
河川・地点名 ｐＨ ＢＯＤ

（mg/l）
ＳＳ
（mg/l）

大腸菌群数
（MPN/100ml） 採水日

米ノ津川
　広瀬橋 7.8 0.5未満 1.0 4,900

2013年
11月12
　～13日

米ノ津川
　六月田橋 7.8 0.5未満 2.0 13,000
浦田川 6.9 69.0 19.0 160,000
平良川
　松原橋 7.3 0.5未満 1.0未満 7,000
高柳川
　松尾橋 7.6 0.5未満 2.0 7,900
高尾野川
　工業団地下 7.8 0.5未満 2.0 7,900
江内川
　旧島津樋門 7.5 2.9 11.0 11,000
野田川
　下高尾野橋 7.5 2.0 9.0 3,300
岩下川
　旭 7.7 4.1 6.0 24,000

環境基準値
河川・地点名 ｐＨ ＢＯＤ ＳＳ 大腸菌群数
米ノ津川

6.5～8.5 ２以下 25以下 1,000以下高尾野川
（桜橋下流）
折口川

※
こ
の
表
の
使
用
料
に
、
消
費
税

　お
よ
び
地
方
消
費
税
の
合
計
額

　に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額

　と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　本
庁
商
工
労
政

　課
（
☎
�
４
８
０
０
）



　西
大
野
原
（
出
水
）
自
治
会
で

は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

に
よ
り
、
無
線
に
よ
る
屋
外
放
送

設
備
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
様
々
な
活

動
に
対
し
て
助
成
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
金
で
屋
外

放
送
設
備
を
整
備

新
にいろ
納　聡

さとこ
子さん（30）

出水市の好きなところは？
　食べ物が新鮮でおいしいと
ころ。
出水市に望むことは？
　若者たちが遊べる場所がほ
しいです。
ひと言
　シオさん、ご結婚オメデト
ウ！！！

橋
はしぐち
口　光

みつひろ
大　さん（32）

出水市の好きなところは？
　人も環境ものんびりして
いるところ。
出水市に望むことは？
　小児科を充実させてほし
い。
ひと言
　僕も地域貢献できるよう頑
張りますので、出水市も頑張
ってください。

集まれ応援団！ 働く婦人の家一日講座の参加者募集
開講場所 働く婦人の家（保健センター２階）
対 象 者 市内に居住または勤務している女性
申し込み方法 電話でお申し込みください。
申 込 先 働く婦人の家（☎ 63 － 2185）

「ヒップホップダンス体験」講座
アップやダウンのリズムに合わせ、
全身を使って楽しく踊ってみませんか。

開 講 日 ３月 17 日（月）
開講時間 午後８時～同 10 時
講 師 大平　真理子　氏　
受 講 料 無　料
申込締め切り日 ３月 5日（水）

2013年度出水市公民館講座のご案内
　江戸時代の絵地図を楽しむ講座
　市中央公民館では、本年度を締めくくる最後の公民館講座として
次の通り、歴史講座を開催いたします。
　江戸時代の絵地図と現代の鹿児島・出水の地図を見比べながら、
わかりやすく時代の移り変わりを学べる講座ですので、興味のある
方は是非ご参加ください。
対　　象　市内居住または市内に通学・通勤する高校生・一般の方。
定　　員　３０人
開 催 日　２月 23 日（日曜日）
開催時刻　午後１時～同２時 30 分
開催場所　市中央公民館
講　　師　肱岡　隆夫　氏（出水歴史民俗資料館）
受 講 料　無　料
申込期限　２月 17 日（月曜日）

申し込み方法　電話、ＦＡＸでお申し込みください。
※ＦＡＸで申し込まれた場合は折り返し確認します。3日以内にＦ
　ＡＸが届かない時はご連絡ください。
開 講 式　講座開催日に行います。
※原則として定員の半数以上の受講希望者がある場合に開講します。
※募集定員を超えた場合は、出水市民であり、かつ、初めて受講さ
　れる方を優先し、抽選を行います。
申込・問い合わせ先
　市中央公民館　☎ 63 － 2106　FAX64 － 1105

ＮＨＫ学園　生徒募集中！

ＮＨＫ学園では、通信制の高等学校普通科および生
涯学習通信講座の生徒・受講者を募集しています。
興味のある方は、無料の案内書をご請求ください。

問い合わせ先
　ＮＨＫ学園（☎042－572－3151（代表））
　案内書請求フリーダイヤル（☎0120－06－8881）

　働
く
婦
人
の
家
は
、
勤
労
婦
人

お
よ
び
家
庭
婦
人
の
福
祉
増
進
を

図
る
た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、

使
用
料
は
、
開
館
当
初
か
ら
無
料

で
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　し
か
し
、
市
の
他
の
同
様
施

設
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
４
月
１

日
か
ら
有
料
化
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　使
用
料
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

働
く
婦
人
の
家
の
有
料
化

に
つ
い
て

～
ル
ー
ル
っ
て
だ
れ
の
た

　め
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
～

　子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭

で
の
ル
ー
ル
や
約
束
を

守
っ
た
り
破
っ
た
り
し
な

が
ら
、
人
と
の
関
係
の
在

り
方
や
社
会
の
ル
ー
ル
の

大
切
さ
を
学
ん
で
い
き
ま

す
。　家

庭
の
ル
ー
ル
に
は
、

あ
い
さ
つ
、
家
に
帰
る
時

間
、
寝
る
時
間
、
き
ち
ん

と
し
た
姿
勢
な
ど
の
生

活
上
の
ル
ー
ル
も
あ
れ

ば
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
、
う
そ
を
つ
か
な
い

な
ど
と
い
っ
た
道
徳
上
の

ル
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　し
つ
け
に
一
貫
性
を
も

た
せ
、
し
っ
か
り
と
身
に

つ
け
さ
せ
る
た
め
に
も
、

夫
婦
が
よ
く
相
談
し
て

は
っ
き
り
し
た
ル
ー
ル
を

つ
く
り
、
子
ど
も
と
と
も
に
親
も

そ
れ
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

子
ど
も
の
意
見
を
聞
い
て
一
緒
に

ル
ー
ル
を
つ
く
る
と
い
う
姿
勢
も

大
切
で
す
。

文
部
科
学
省
発
行
：
家
庭
教
育
手

帳
よ
り

問
い
合
わ
せ
先

　市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
�
２
２
０
０
）

子
育
て
広
場
⑰

大
腸
菌
群
数

　乳
糖
を
分
解
し
て
酸
と
一
定
量

以
上
の
ガ
ス
を
発
生
す
る
細
菌
群

の
量
を
数
値
化
し
た
も
の
で
、
衛

生
上
の
指
標
と
な
り
ま
す
。

　河
川
の
汚
濁
は
、
生
活
排
水
や

工
場
・
畜
産
な
ど
の
産
業
排
水
に

よ
る
人
為
的
な
影
響
が
大
き
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
河
川
を
き
れ

い
に
す
る
た
め
に
、
市
民
の
み
な

さ
ん
、
事
業
者
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　み
ん
な
の
川

　
　み
ん
な
で
き
れ
い
に
！

問
い
合
わ
せ
先

　本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　（☎
�
４
０
４
２
）

　市
内
を
流
れ
る
河
川（
46
地
点
）

で
水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

主
な
河
川
の
調
査
結
果
は
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。

　大
腸
菌
群
数
が
高
い
数
値
を
示

し
て
い
ま
す
。
大
腸
菌
は
自
然
に

存
在
す
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
全

国
的
に
基
準
値
超
過
は
多
く
の
河

川
に
見
ら
れ
る
傾
向
の
よ
う
で

す
。
数
値
が
高
い
か
ら
即
汚
染

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
般
的
に
は
１
万
Ｍ
Ｐ
Ｎ
／

１
０
０
㍉
㍑
以
上
に
な
る
と
や
や

高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
用
語
解
説

ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）

　水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
指
数
で
０

～
14
の
範
囲
で
表
示
す
る
。
７
の

付
近
が
中
性
で
７
よ
り
低
け
れ
ば

酸
性
、
７
よ
り
高
け
れ
ば
ア
ル
カ

リ
性
と
な
る
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
）　河

川
な
ど
の
汚
れ
の
程
度
を
示

す
数
値
で
、
水
中
の
好
気
性
微
生

物
が
有
機
物
を
酸
化
分
解
す
る
の

に
使
っ
た
酸
素
量
を
示
し
、
数
値

が
低
い
ほ
ど
よ
い
。

Ｓ
Ｓ
（
浮
遊
物
質
量
）

　水
中
に
浮
遊
し
て
い
る
不
溶
解

性
の
粒
子
状
物
質
を
数
値
化
し
た

も
の
で
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
水
の

濁
り
が
少
な
く
、透
明
度
が
高
い
。

主
な
河
川
の
水
質
調
査
結
果

使用料
１時間当たり

冷暖房使用料
１時間当たり

講習室A 100 円 150 円
講習室 B 100 円 150 円

講習室Ｃ和室 100 円 150 円
講習室Ｄ和室 100 円 150 円
調理実習室 300 円 200 円
軽運動室 200 円 300 円

調査結果
河川・地点名 ｐＨ ＢＯＤ

（mg/l）
ＳＳ
（mg/l）

大腸菌群数
（MPN/100ml） 採水日

米ノ津川
　広瀬橋 7.8 0.5未満 1.0 4,900

2013年
11月12
　～13日

米ノ津川
　六月田橋 7.8 0.5未満 2.0 13,000
浦田川 6.9 69.0 19.0 160,000
平良川
　松原橋 7.3 0.5未満 1.0未満 7,000
高柳川
　松尾橋 7.6 0.5未満 2.0 7,900
高尾野川
　工業団地下 7.8 0.5未満 2.0 7,900
江内川
　旧島津樋門 7.5 2.9 11.0 11,000
野田川
　下高尾野橋 7.5 2.0 9.0 3,300
岩下川
　旭 7.7 4.1 6.0 24,000

環境基準値
河川・地点名 ｐＨ ＢＯＤ ＳＳ 大腸菌群数
米ノ津川

6.5～8.5 ２以下 25以下 1,000以下高尾野川
（桜橋下流）
折口川

※
こ
の
表
の
使
用
料
に
、
消
費
税

　お
よ
び
地
方
消
費
税
の
合
計
額

　に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額

　と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　本
庁
商
工
労
政

　課
（
☎
�
４
８
０
０
）



　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み

を
す
る
通
信
販
売
で
前
払
い
を
し

た
場
合
の
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

　前
払
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
で

に
代
金
は
業
者
側
に
あ
る
の
で
、

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に
業

者
側
が
応
じ
な
い
限
り
金
銭
的
救

済
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

で
は
、
業
者
と
の
や
り
取
り
は
電

子
メ
ー
ル
の
み
の
場
合
が
多
く
、

業
者
の
所
在
や
運
営
状
況
な
ど
の

実
態
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
相
手

が
返
信
し
て
こ
な
い
限
り
、
連
絡

手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
】

○
商
品
が
届
か
な
い
。

○
注
文
し
た
商
品
で
な
い
も
の
が
届

い
た
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
や
代
引

き
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
た
が

前
払
い
す
る
よ
う
誘
導
さ
れ
た
。

○
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。

○
サ
イ
ト
そ
の
も
の
が
有
名
サ
イ
ト

を
コ
ピ
ー
し
た
偽
サ
イ
ト
だ
っ

た
。

【
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
に
】

○
業
者
の
住
所
や
電
話
番
号
が
明
ら

か
で
な
い
場
合
や
日
本
語
表
記

が
不
自
然
な
サ
イ
ト
で
は
契
約

し
な
い
。

○
消
費
者
が
一
方
的
に
リ
ス
ク
を
背

負
う
「
前
払
い
」
を
し
て
ま
で
契

約
す
る
べ
き
か
よ
く
考
え
る
。

○
屋
号
を
含
ま
な
い
個
人
名
義
の
み

の
銀
行
口
座
へ
の
前
払
い
で
の

振
り
込
み
を
し
な
い
。

○
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
商
品
が
届

か
な
い
と
き
や
コ
ピ
ー
商
品
等

が
届
い
た
と
き
は
、
警
察
や
代
金

を
支
払
っ
た
銀
行
に
相
談
す
る
。

○
申
し
込
む
前
に
少
し
で
も
分
か
ら

な
い
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎

�
６
２
０
３
）
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

　国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
書
の

ほ
か
に
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
も

可
能
で
す
。

口
座
振
替
は
保
険
料
が
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
た
め
、金
融

機
関
へ
行
く
手
間
が
省
け
、納
め

忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

ま
た
、口
座
振
替
方
法
に
は
次

の
よ
う
な
方
法
や
割
引
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

①①
１
年
前
納

　４
月
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
の

１
年
度
分
前
納
。現
金
で
の
毎
月

納
付
と
比
較
し
て
３
７
８
０
円
の

割
引
。（
２
０
１
３
年
度
割
引
額
）

①②
６
カ
月
前
納

　４
月
～
９
月
分
、10
月
か
ら
翌

年
３
月
分
ま
で
の
前
納
。年
間

２
０
６
０
円
の
割
引
。（
２
０
１
３

年
度
割
引
額
）

①③
毎
月
納
付
（
当
月
末
振
替
）

　通
常
の
納
付
期
限
よ
り
１
カ
月

早
く
引
き
落
と
し
。毎
月
50
円
の

割
引
。

①④
毎
月
納
付
（
通
常
納
付
）

　翌
月
末
引
き
落
と
し
で
割
引
は

あ
り
ま
せ
ん
。

①⑤
２
年
前
納

　２
年
度
分
の
保
険
料
を
前
納
。

２
年
間
で
１
万
４
千
円
程
度
の
割

引
。

・
口
座
振
替
の
手
続
き
方
法

　口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、引

き
落
と
し
を
希
望
す
る
口
座
が
あ

る
金
融
機
関
の
窓
口
、市
役
所
の

年
金
担
当
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、口
座
振
替
の
お
申
し
込

み
に
は
、基
礎
年
金
番
号
の
記
入

が
必
要
で
す
の
で
、年
金
手
帳
や

国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
な
ど
基

礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

保
険
料
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

開 催 日　３月 20 日（木）
開催時間
　午前９時 30 分～正午
　午後１時～同４時
開催場所　
　野田支所別館大会議室
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員
　川内年金事務所職員
●予約受付期間
　２月21日（金）～３月13日（木）
　（土・日、休日を除く午前
　　８時 30 分～午後５時）
●予約申込先
　野田支所市民福祉課
　市民生活グループ
　（☎ 84 － 4813）
※２月20日開催の年金相談に
ついては広報いずみ１月号
をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
前
払
い

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
　午前８時30分～午後５時
　（正午から午後１時までを除く）
　本庁市民生活課内　（☎63－6203　直通）
○水曜日
　午前９時30分～正午
　本庁及び野田支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線741）
○水曜日
　午後１時～同４時
　本庁及び高尾野支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線453）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。そ
の
他
に

金
融
機
関
届
出
印
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

申
込
用
紙
は
、金
融
機
関
、市
役

所
年
金
担
当
窓
口
に
備
え
付
け
て

あ
る
も
の
を
使
用
し
て
い
た
だ
く

ほ
か
に
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
て
年
金
事
務
所
へ
郵

送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
口
座
振
替
申
込
み
は
お
早
め
に

口
座
振
替
で
の
２
０
１
４
（
平

成
26
）
年
度
分
１
年
前
納
（
４
月

～
９
月
分
の
６
カ
月
前
納
含
む
）

と
２
年
前
納
の
申
込
期
限
は
２
月

末
日
で
す
。す
で
に
口
座
振
替
で

前
納
さ
れ
て
い
る
方
は
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、引
き
落

と
し
方
法
の
変
更
を
さ
れ
る
場
合

は
再
度
、申
し
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

・
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　口
座
の
残
高
不
足
に
よ
り
引
き

落
と
し
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、毎
月
の
振
替
に
切
り
替
わ
り
、

割
引
も
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、初

め
て
口
座
振
替
で
１
年
前
納
、２

年
前
納
ま
た
は
６
カ
月
前
納
を
申

し
込
ま
れ
た
方
は
、前
納
の
保
険

料
額
に
加
え
て
、前
年
度
の
３
月

分
の
保
険
料
が
同
時
に
引
き
落
と

し
と
な
り
ま
す
の
で
残
高
不
足
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　川
内
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
９

　
６

－

２
３

－

２
０
１
３
）

も
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
発
症
予
防
・
悪
化
予
防
は
重
要
で
す
。

　腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
、
余
分
な
塩
分
と
水
分
の
排
泄
が

で
き
な
く
な
り
、
体
内
の
血
液
量
が
増
加
し
、
血
圧
が
上
が
り
ま

す
。
さ
ら
に
血
圧
が
上
が
れ
ば
腎
臓
へ
の
負
担
が
増
え
、
ま
す
ま

す
腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
と
い
っ
た
悪
循
環
と
な
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
腎
臓
の
働
き
を
守
る
た
め
に
も
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　来
月
号
で
は
予
防
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
は
、

慢
性
に
経
過
す
る
す
べ
て
の
腎
臓
病

を
指
し
ま
す
。
あ
ま
り
耳
に
し
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
患
者
さ

ん
が
20
歳
以
上
の
成
人
の
８
人
に
１

人
は
い
る
と
考
え
ら
れ
、
新
た
な
国

民
病
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
月
か
ら
２
カ
月
に
わ
た
り
、

こ
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。　Ｃ

Ｋ
Ｄ
は
、
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ

が
あ
る
と
、心
筋
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）

や
脳
卒
中
を
起
こ
し
や
す
く
、
そ
れ

が
原
因
で
亡
く
な
る
場
合
も
多
い
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
進
行
し
て
腎
不
全
に
な
る

と
、
体
内
か
ら
老
廃
物
を
除
去
で
き

な
く
な
っ
て
、
透
析
や
移
植
を
必
要

と
す
る
状
態
に
な
り
、
日
常
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　本
市
の
国
民
健
康
保
険
の
疾
病
分

類
別
件
数
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）
で
も
、

循
環
器
疾
患
（
心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中

等
含
む
）
が
第
１
位
、
内
分
泌
・
栄

養
お
よ
び
代
謝
疾
患（
糖
尿
病
含
む
）

が
３
位
、
腎
尿
路
生
殖
器
系
の
疾
患

が
10
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
１
件
当
た
り
の
医
療
費
は
、
月

額
30
万
円
と
腎
不
全
が
第
１
位
に
な

っ
て
お
り
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
に

「
音
物
語
」
～
出
水
の

　
　
　
　
　
　音
楽
家
と
共
に
～

～
子
供
か
ら
大
人
ま
で
全
て
の

　
　世
代
に
送
る
音
楽
の
花
束
～

　森
田
良
平
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
コ

ン
サ
ー
ト
第
３
弾
！

　今
回
は
、
ゲ
ス
ト
ナ
レ
ー
タ
ー

と
し
て
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

上
野
知
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
朗
読

＋
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

日

　
時
　２
月
８
日
（
土
）

　開
場
午
後
１
時
30
分

　開
演
午
後
２
時

場

　
所
　市
音
楽
ホ
ー
ル

入
場
料
　一
般
２
千
円

　
　
　
　

　学
生
１
千
円
（
中
学
生
以
上
）

※
小
学
生
以
下
は
、
ス
マ
イ
ル
ミ

　ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
基
金

　の
提
供
に
よ
り
無
料
と
な
り
ま

　す
。

出
演
者
　森
田
良
平
（
コ
ン
ト
ラ

　バ
ス
奏
者
）
生
田
エ
ミ
（
ピ
ア

　ノ
演
奏
）
江
崎
由
紀
（
ク
ラ
リ

　ネ
ッ
ト
奏
者
）
上
野
知
子
（
ナ

　レ
ー
シ
ョ
ン
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　亜
土
利
絵
、

　リ
リ
ー
ズ
、Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
、

　金
海
堂
、
マ
エ
ダ
電
器

問
い
合
わ
せ
先
　Ｒ
‐
ミ
ュ
ー
ジ

　ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
（
☎
０
９
０

－
　９
４
７
３

－

６
７
９
２
）

音
楽
と
朗
読
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

　
　ショ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
！

　
知
ろ
う
、
防
ご
う
、

　
　
　
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

 

グ
ラ
フ
１ 

0
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4,000

感
染
症
及
び
寄
生
虫
症
の
続
発
・
後
遺
症

新
生
物

血
液
及
び
造
血
器
の
疾
患
並
び
に
免
疫
機
構
の

障
害

内
分
泌
、
栄
養
及
び
代
謝
疾
患

精
神
作
用
物
質
使
用
に
よ
る
精
神
及
び
行
動
の

障
害

神
経
系
の
疾
患

眼
及
び
付
属
器
の
疾
患

耳
及
び
乳
様
突
起
の
疾
患

循
環
器
系
の
疾
患

呼
吸
器
系
の
疾
患

消
化
器
系

皮
膚
及
び
皮
下
組
織
の
疾
患

筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織
の
疾
患

腎
尿
路
生
殖
器
系
の
疾
患

妊
娠
、
分
娩
及
び
産
じ
ょ
く

周
産
期
に
発
生
し
た
病
態

先
天
奇
形
、
変
形
及
び
染
色
体
異
常

そ
の
他
分
類
さ
れ
な
い
も
の

損
傷
、
中
毒
及
び
そ
の
他
の
外
因
の
影
響

市国保疾病分類別件数（２０１３年５月）
グ
ラ
フ
１



　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み

を
す
る
通
信
販
売
で
前
払
い
を
し

た
場
合
の
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

　前
払
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
で

に
代
金
は
業
者
側
に
あ
る
の
で
、

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に
業

者
側
が
応
じ
な
い
限
り
金
銭
的
救

済
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

で
は
、
業
者
と
の
や
り
取
り
は
電

子
メ
ー
ル
の
み
の
場
合
が
多
く
、

業
者
の
所
在
や
運
営
状
況
な
ど
の

実
態
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
相
手

が
返
信
し
て
こ
な
い
限
り
、
連
絡

手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
】

○
商
品
が
届
か
な
い
。

○
注
文
し
た
商
品
で
な
い
も
の
が
届

い
た
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
や
代
引

き
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
た
が

前
払
い
す
る
よ
う
誘
導
さ
れ
た
。

○
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。

○
サ
イ
ト
そ
の
も
の
が
有
名
サ
イ
ト

を
コ
ピ
ー
し
た
偽
サ
イ
ト
だ
っ

た
。

【
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
に
】

○
業
者
の
住
所
や
電
話
番
号
が
明
ら

か
で
な
い
場
合
や
日
本
語
表
記

が
不
自
然
な
サ
イ
ト
で
は
契
約

し
な
い
。

○
消
費
者
が
一
方
的
に
リ
ス
ク
を
背

負
う
「
前
払
い
」
を
し
て
ま
で
契

約
す
る
べ
き
か
よ
く
考
え
る
。

○
屋
号
を
含
ま
な
い
個
人
名
義
の
み

の
銀
行
口
座
へ
の
前
払
い
で
の

振
り
込
み
を
し
な
い
。

○
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
商
品
が
届

か
な
い
と
き
や
コ
ピ
ー
商
品
等

が
届
い
た
と
き
は
、
警
察
や
代
金

を
支
払
っ
た
銀
行
に
相
談
す
る
。

○
申
し
込
む
前
に
少
し
で
も
分
か
ら

な
い
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎

�
６
２
０
３
）
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

　国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
書
の

ほ
か
に
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
も

可
能
で
す
。

口
座
振
替
は
保
険
料
が
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
た
め
、金
融

機
関
へ
行
く
手
間
が
省
け
、納
め

忘
れ
も
防
げ
ま
す
。

ま
た
、口
座
振
替
方
法
に
は
次

の
よ
う
な
方
法
や
割
引
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

①①
１
年
前
納

　４
月
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
の

１
年
度
分
前
納
。現
金
で
の
毎
月

納
付
と
比
較
し
て
３
７
８
０
円
の

割
引
。（
２
０
１
３
年
度
割
引
額
）

①②
６
カ
月
前
納

　４
月
～
９
月
分
、10
月
か
ら
翌

年
３
月
分
ま
で
の
前
納
。年
間

２
０
６
０
円
の
割
引
。（
２
０
１
３

年
度
割
引
額
）

①③
毎
月
納
付
（
当
月
末
振
替
）

　通
常
の
納
付
期
限
よ
り
１
カ
月

早
く
引
き
落
と
し
。毎
月
50
円
の

割
引
。

①④
毎
月
納
付
（
通
常
納
付
）

　翌
月
末
引
き
落
と
し
で
割
引
は

あ
り
ま
せ
ん
。

①⑤
２
年
前
納

　２
年
度
分
の
保
険
料
を
前
納
。

２
年
間
で
１
万
４
千
円
程
度
の
割

引
。

・
口
座
振
替
の
手
続
き
方
法

　口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、引

き
落
と
し
を
希
望
す
る
口
座
が
あ

る
金
融
機
関
の
窓
口
、市
役
所
の

年
金
担
当
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、口
座
振
替
の
お
申
し
込

み
に
は
、基
礎
年
金
番
号
の
記
入

が
必
要
で
す
の
で
、年
金
手
帳
や

国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
な
ど
基

礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

保
険
料
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

開 催 日　３月 20 日（木）
開催時間
　午前９時 30 分～正午
　午後１時～同４時
開催場所　
　野田支所別館大会議室
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員
　川内年金事務所職員
●予約受付期間
　２月21日（金）～３月13日（木）
　（土・日、休日を除く午前
　　８時 30 分～午後５時）
●予約申込先
　野田支所市民福祉課
　市民生活グループ
　（☎ 84 － 4813）
※２月20日開催の年金相談に
ついては広報いずみ１月号
をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
前
払
い

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
　午前８時30分～午後５時
　（正午から午後１時までを除く）
　本庁市民生活課内　（☎63－6203　直通）
○水曜日
　午前９時30分～正午
　本庁及び野田支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線741）
○水曜日
　午後１時～同４時
　本庁及び高尾野支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線453）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。そ
の
他
に

金
融
機
関
届
出
印
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

申
込
用
紙
は
、金
融
機
関
、市
役

所
年
金
担
当
窓
口
に
備
え
付
け
て

あ
る
も
の
を
使
用
し
て
い
た
だ
く

ほ
か
に
、日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
て
年
金
事
務
所
へ
郵

送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
口
座
振
替
申
込
み
は
お
早
め
に

口
座
振
替
で
の
２
０
１
４
（
平

成
26
）
年
度
分
１
年
前
納
（
４
月

～
９
月
分
の
６
カ
月
前
納
含
む
）

と
２
年
前
納
の
申
込
期
限
は
２
月

末
日
で
す
。す
で
に
口
座
振
替
で

前
納
さ
れ
て
い
る
方
は
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、引
き
落

と
し
方
法
の
変
更
を
さ
れ
る
場
合

は
再
度
、申
し
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

・
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　口
座
の
残
高
不
足
に
よ
り
引
き

落
と
し
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、毎
月
の
振
替
に
切
り
替
わ
り
、

割
引
も
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、初

め
て
口
座
振
替
で
１
年
前
納
、２

年
前
納
ま
た
は
６
カ
月
前
納
を
申

し
込
ま
れ
た
方
は
、前
納
の
保
険

料
額
に
加
え
て
、前
年
度
の
３
月

分
の
保
険
料
が
同
時
に
引
き
落
と

し
と
な
り
ま
す
の
で
残
高
不
足
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　川
内
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
９

　
６

－

２
３

－

２
０
１
３
）

も
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
発
症
予
防
・
悪
化
予
防
は
重
要
で
す
。

　腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
、
余
分
な
塩
分
と
水
分
の
排
泄
が

で
き
な
く
な
り
、
体
内
の
血
液
量
が
増
加
し
、
血
圧
が
上
が
り
ま

す
。
さ
ら
に
血
圧
が
上
が
れ
ば
腎
臓
へ
の
負
担
が
増
え
、
ま
す
ま

す
腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
と
い
っ
た
悪
循
環
と
な
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
腎
臓
の
働
き
を
守
る
た
め
に
も
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　来
月
号
で
は
予
防
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
は
、

慢
性
に
経
過
す
る
す
べ
て
の
腎
臓
病

を
指
し
ま
す
。
あ
ま
り
耳
に
し
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
患
者
さ

ん
が
20
歳
以
上
の
成
人
の
８
人
に
１

人
は
い
る
と
考
え
ら
れ
、
新
た
な
国

民
病
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
月
か
ら
２
カ
月
に
わ
た
り
、

こ
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。　Ｃ

Ｋ
Ｄ
は
、
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ

が
あ
る
と
、心
筋
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）

や
脳
卒
中
を
起
こ
し
や
す
く
、
そ
れ

が
原
因
で
亡
く
な
る
場
合
も
多
い
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
進
行
し
て
腎
不
全
に
な
る

と
、
体
内
か
ら
老
廃
物
を
除
去
で
き

な
く
な
っ
て
、
透
析
や
移
植
を
必
要

と
す
る
状
態
に
な
り
、
日
常
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　本
市
の
国
民
健
康
保
険
の
疾
病
分

類
別
件
数
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）
で
も
、

循
環
器
疾
患
（
心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中

等
含
む
）
が
第
１
位
、
内
分
泌
・
栄

養
お
よ
び
代
謝
疾
患（
糖
尿
病
含
む
）

が
３
位
、
腎
尿
路
生
殖
器
系
の
疾
患

が
10
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
１
件
当
た
り
の
医
療
費
は
、
月

額
30
万
円
と
腎
不
全
が
第
１
位
に
な

っ
て
お
り
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
に

「
音
物
語
」
～
出
水
の

　
　
　
　
　
　音
楽
家
と
共
に
～

～
子
供
か
ら
大
人
ま
で
全
て
の

　
　世
代
に
送
る
音
楽
の
花
束
～

　森
田
良
平
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
コ

ン
サ
ー
ト
第
３
弾
！

　今
回
は
、
ゲ
ス
ト
ナ
レ
ー
タ
ー

と
し
て
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

上
野
知
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
朗
読

＋
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

日

　
時
　２
月
８
日
（
土
）

　開
場
午
後
１
時
30
分

　開
演
午
後
２
時

場

　
所
　市
音
楽
ホ
ー
ル

入
場
料
　一
般
２
千
円

　
　
　
　

　学
生
１
千
円
（
中
学
生
以
上
）

※
小
学
生
以
下
は
、
ス
マ
イ
ル
ミ

　ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
基
金

　の
提
供
に
よ
り
無
料
と
な
り
ま

　す
。

出
演
者
　森
田
良
平
（
コ
ン
ト
ラ

　バ
ス
奏
者
）
生
田
エ
ミ
（
ピ
ア

　ノ
演
奏
）
江
崎
由
紀
（
ク
ラ
リ

　ネ
ッ
ト
奏
者
）
上
野
知
子
（
ナ

　レ
ー
シ
ョ
ン
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　亜
土
利
絵
、

　リ
リ
ー
ズ
、Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
、

　金
海
堂
、
マ
エ
ダ
電
器

問
い
合
わ
せ
先
　Ｒ
‐
ミ
ュ
ー
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　ッ
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フ
ィ
ス
（
☎
０
９
０
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９
２
）

音
楽
と
朗
読
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

　
　ショ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
！

　
知
ろ
う
、
防
ご
う
、

　
　
　
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
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及
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行
動
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神
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眼
及
び
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属
器
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疾
患

耳
及
び
乳
様
突
起
の
疾
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循
環
器
系
の
疾
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呼
吸
器
系
の
疾
患

消
化
器
系

皮
膚
及
び
皮
下
組
織
の
疾
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筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織
の
疾
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腎
尿
路
生
殖
器
系
の
疾
患

妊
娠
、
分
娩
及
び
産
じ
ょ
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周
産
期
に
発
生
し
た
病
態

先
天
奇
形
、
変
形
及
び
染
色
体
異
常

そ
の
他
分
類
さ
れ
な
い
も
の

損
傷
、
中
毒
及
び
そ
の
他
の
外
因
の
影
響

市国保疾病分類別件数（２０１３年５月）
グ
ラ
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１



　12 月 18 日（水）、年末年始に
おける防犯意識の向上を図るた
めに、警察車両、青パト合同の夕
暮れパトロールを実施しました。
　当日は、出水警察署での出発式
のあと地区ごとに隊列を組んで、
夕暮れの中、赤色灯や青色回転灯を回しながら市内各地
を巡回しました。
　関係者のみなさん、寒風の中ありがとうございました。

　県内の 2013 年 11 月末現在の特殊詐欺の発生認知
状況は、43 件（前年同月比＋ 12 件）で３億 89 万
円（同＋１億 1658 万円）になります。
　うち、振り込め詐欺が 17 件（同＋８件）で 8518
万円（同＋ 7414 万円）、振り込め類似詐欺が 26 件
（同＋４件）で２億 1570 万円（同＋ 4243 万円）に
なります。
　振り込め詐欺の内訳は、オレオレ詐欺が１件（同
－３件）で 200 万円（同－ 700 万円）、架空請求詐
欺が 14 件（同＋ 12 件）で 8235 万（同＋ 8179 万
円）、融資保証金詐欺が２件（同±０件）で 83 万円
（同－ 15 万円）になります。
　振り込め類似詐欺で主なものは、金融商品等取引
名目が 13 件で１億２千万円、ギャンブル必勝情報
提供名目が９件で 4800 万円になっています。
　43 件の被害者の年齢は、20 代が２人、30 代が４
人、40 代が３人、50 代が８人、60 代が 11 人、70
代が８人、80 代が７人です。
　市内でも未然に防止できた事案が発生しています。

　出水商業高校が、通学路の
危険箇所などを図示した交通危険箇所マップを作成
しました。
　同校では、生徒による原付運転中の重傷事故が発
生したほか、軽微な違反や事故が減少せず、交通安
全対策に苦慮している状況でした。
　そこで、同校生徒会が中心となり、全校生徒から
アンケートを取り、危険を感じた場所や体験談を
集約し、結果を地図上に写真入りで図示しました。
マップには危険箇所の特徴や運転時の注意事項など
も記載されており、事故の原因や事故防止対策等に
ついて判りやすく作成してあります。
　12 月３日（火）、生徒会を代表して２年生の牧慧
斗さんと濵田陽佳里さんが出水警察署を訪れ、マッ
プの披露と贈呈を行いました。ありがとうございま
した。

　昨年の 12 月 11 日（水）、
おれんじ鉄道市内５駅の駐
輪場で自転車防犯診断を実
施しました。

　これは、自転車盗難予防対策として、出水警察署
と出水市防犯協会が定期的に実施しているもので、
施錠はしてあるか？二重ロックはしてあるか？防犯
登録はしてあるか？などを一台一台点検しました。
　当日は、朝方から小雨が降っていた影響で普段よ
り少ない台数でしたが、114 台を点検しました。
　施錠の状況は、二重ロックが 16台
（14.0％）、ワンロックが 85台（74.6％）、
ロックなしが13台（11.4％）でした。
　防犯登録がなされているのが 79台
（69.3％）、いないのが 35台（30.7％）で、全体の内、
防犯登録、二重ロックともになされている優良車両
は12台（10.5％）でした。
　大事な愛車が盗難に遭わないよ
うに、防犯登録、二重ロックを励
行しましょう。
　また、放置されたままの自転車
が十数台ありました。きっと、持ち主を待ち続けて
いると思います。
　心当たりはありませんか？

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 3年
1 2 月 中

23 件
（－４）

０人
（±０）

31 人
（±０）

2 0 1 3年
累 計

297 件
（－ 11）

５人
（＋３）

377 人
（－ 25）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
出水警察署管内

出水市防犯協会 63 － 1500問い合わせ先

クリスマスブルーラン

振り込め詐欺等の被害状況

作成した危険箇所マップ

マップを披露した牧さんと濵田さん

出水商業高校

出発式 出発するパトロール隊

巡回中のブルーラン

あなたの自転車は大丈夫？

交通危険箇所
のマップ作成

　ボランティアグループと読書推進課が出掛けて行き、地域の公民館で読み聞かせやブラックシアター、
ときにはゲームや手品などで楽しい時間を過ごす「地域子ども会読書の集い」を 13自治会で実施しま
した。子どもたちの笑顔と反応に励まされて、実演する大人も本当に楽しく充実した時間を過ごすこと
ができました。
★2013年度実施した自治会
自治会名 実施日 担当ボランティア 自治会名 実施日 担当ボランティア
太田 ６月15日 紙ふうせん 屋地 ８月21日 虹色のゆめ
西町 ６月15日 そらいろのたね 前田 ８月24日 紙ふうせん
町 ７月20日 紙ふうせん 米ノ津中 ８月25日 そらいろのたね
唐笠木 ７月27日 そらいろのたね 帆木ノ上 10月19日 紙ふうせん
平和団地 ７月28日 虹色のゆめ 福ノ江 11月16日 虹色のゆめ
上村東 ８月17日 いずみ読み聞かせ隊 上大野原 12月21日 そらいろのたね
中塩屋 ８月19日 いずみ読み聞かせ隊

※「地域子ども会読書の集い」は、「地域子ども会」と称していますが、「子ども会」だけではなく、自
治会、老人クラブなどのグループから要請があれば出掛けて行きますので、読書推進課までご連絡く
ださい。

第２回歴史講座の開催について

　三月節句・雛
ひな

祭りに関する講座を開催します。

　雛祭りの歴史や県内各地の雛祭り、また、出水郷土誌の雛祭
りについて紹介します。
　どなたでも聴講できますので、ぜひご来館ください。
☆日　　時　２月15日（土）午後２時から
☆会　　場　市立中央図書館研修室
☆演　　題　「江戸時代の年中行事について～三月節句雛祭り考～」
☆講　　師　出水歴史民俗資料館学芸員　宮内　彩子
☆定　　員　40人
☆受 講 料　無　料
☆申込方法　直接または電話でお申し込みください。
☆申込・問い合わせ先
　　　出水歴史民俗資料館（☎63-0256）
　　　中央図書館　　　　（☎63-2105）

出水市歴史民俗資料館特別展
「古代の出水～下郡山遺跡を中心に～」
　2012年度に発掘調査が行われた「下郡
山遺跡」で発見された資料など、米ノ津川
沿いに花開いた古代文化について紹介しま
す。
☆期　　間　２月８日（土）
　　　　　　　～３月23日（日）
☆場　　所　出水歴史民俗資料館
☆入 館 料　無　料
☆開館時間　月～金（午前９時～午後６時）
　　　　　　土・日、祝日
　　　　　　（午前９時～午後５時）
☆休 館 日　毎月第３月曜日
☆問い合わせ先
　　出水歴史民俗資料館（☎ 63-0256）

「地域子ども会読書の集い」13自治会で開催！

◎　歴史民俗資料館からのお知らせ
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作成した危険箇所マップ

マップを披露した牧さんと濵田さん

出水商業高校

出発式 出発するパトロール隊

巡回中のブルーラン

あなたの自転車は大丈夫？

交通危険箇所
のマップ作成

　ボランティアグループと読書推進課が出掛けて行き、地域の公民館で読み聞かせやブラックシアター、
ときにはゲームや手品などで楽しい時間を過ごす「地域子ども会読書の集い」を 13自治会で実施しま
した。子どもたちの笑顔と反応に励まされて、実演する大人も本当に楽しく充実した時間を過ごすこと
ができました。
★2013年度実施した自治会
自治会名 実施日 担当ボランティア 自治会名 実施日 担当ボランティア
太田 ６月15日 紙ふうせん 屋地 ８月21日 虹色のゆめ
西町 ６月15日 そらいろのたね 前田 ８月24日 紙ふうせん
町 ７月20日 紙ふうせん 米ノ津中 ８月25日 そらいろのたね
唐笠木 ７月27日 そらいろのたね 帆木ノ上 10月19日 紙ふうせん
平和団地 ７月28日 虹色のゆめ 福ノ江 11月16日 虹色のゆめ
上村東 ８月17日 いずみ読み聞かせ隊 上大野原 12月21日 そらいろのたね
中塩屋 ８月19日 いずみ読み聞かせ隊

※「地域子ども会読書の集い」は、「地域子ども会」と称していますが、「子ども会」だけではなく、自
治会、老人クラブなどのグループから要請があれば出掛けて行きますので、読書推進課までご連絡く
ださい。

第２回歴史講座の開催について

　三月節句・雛
ひな

祭りに関する講座を開催します。

　雛祭りの歴史や県内各地の雛祭り、また、出水郷土誌の雛祭
りについて紹介します。
　どなたでも聴講できますので、ぜひご来館ください。
☆日　　時　２月15日（土）午後２時から
☆会　　場　市立中央図書館研修室
☆演　　題　「江戸時代の年中行事について～三月節句雛祭り考～」
☆講　　師　出水歴史民俗資料館学芸員　宮内　彩子
☆定　　員　40人
☆受 講 料　無　料
☆申込方法　直接または電話でお申し込みください。
☆申込・問い合わせ先
　　　出水歴史民俗資料館（☎63-0256）
　　　中央図書館　　　　（☎63-2105）

出水市歴史民俗資料館特別展
「古代の出水～下郡山遺跡を中心に～」
　2012年度に発掘調査が行われた「下郡
山遺跡」で発見された資料など、米ノ津川
沿いに花開いた古代文化について紹介しま
す。
☆期　　間　２月８日（土）
　　　　　　　～３月23日（日）
☆場　　所　出水歴史民俗資料館
☆入 館 料　無　料
☆開館時間　月～金（午前９時～午後６時）
　　　　　　土・日、祝日
　　　　　　（午前９時～午後５時）
☆休 館 日　毎月第３月曜日
☆問い合わせ先
　　出水歴史民俗資料館（☎ 63-0256）

「地域子ども会読書の集い」13自治会で開催！

◎　歴史民俗資料館からのお知らせ



≪幼児・小学生≫

●「ジャーニー｣ アーロン・ベッカー　作
●「わたしたちの　てんごくバス」 ボブ・グレアム　作
●「まよなかの　たんじょうかい」 西本　鶏介　作
●「あたし、うそついちゃった」 ローラ・ランキン　作
●「白い街　あったかい雪」 鎌田　實　文
●「ダヤン妖精になる」 池田　あきこ　著
●「チャーリー、おじいちゃんにあう」 エイミー・ヘスト　文
●「いのちをいただく」 内田　美智子　作
●「こやぶ医院は、なんでも科」 柏葉　幸子　作
●「ほんとうの　おにごっこ」 筒井　敬介　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「木かげの秘密」 浅野　竜　作
●「グラウンドの詩」 あさの　あつこ　著
●「妖怪アパートの幽雅な日常　ラスベガス外伝」 香月　日輪　著

・・・・・等
≪一般≫

●「皇帝フリードリッヒ二世の生涯　上・下」 塩野　七生　著
●「Qros（キュロス）の女」 誉田　哲也　著
●「その鏡は嘘をつく」 薬丸　岳　著
●「月日の残像｣ 山田　太一　著
●「ペテロの葬列｣ 宮部　みゆき　著
●「感受体のおどり」 黒田　夏子　著
●「雨の底｣ 北原　亞以子　著
●「おとこのるつぼ」 群　ようこ　著
●「ポースケ｣ 津村　記久子　著
●「向かい風で飛べ！」 乾　ルカ　著
●「問いのない答え」 長嶋　有　著
●「会えてよかった」 安野　光雅　著
●「火男｣ 吉来　駿作　著
●「ショパンを嗜む」 平野　啓一郎　著
●「旅者の歌」 小路　幸也　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ２月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜・祝日
　午前９時～午後６時

17日

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

　午前９時～午後６時

４～７日

21日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）
18～21日

２月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

２月

第１・３

火曜日

西之口団地自治公民館 10：00～10：20 ４日
18日鹿島自治公民館 15：10～15：40

第２・４

火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

25日
平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：45～15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15～15：35

第１・３

水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40～10：00

５日
19日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05～14：25
ウッドタウン自治公民館 14：40～15：00

第２・４

水曜日

元町自治公民館 9：50～10：10 12日
26日今釜西自治公民館 10：20～10：40

第１・３

木曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00 ６日
20日米ノ津駅前広場 10：10～10：30

福ノ江自治公民館 10：45～11：05

第２・４

木曜日

受口自治公民館 10：40～11：00
13日
27日

屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15～15：35

第１・３

金曜日

栗毛野自治公民館 9：40～10：00 ７日
21日江川野自治公民館 10：10～10：30

内野々下自治公民館 10：45～11：05
第２・４

金曜日

鶴水園 14：10～14：40 14日
28日加紫久利住宅広場 14：55～15：15

２月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

５、12、19、26日
午後４時～

だっこＤＥえほん 22日（土）
午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

３、10、17、24 日
午後４時～　

親子読書教室①
「すくすく」

25日（火）
午前10時30分～　

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

６、13、27日
午後４時～

だっこＤＥえほん ６日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（日）
午後７時～

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索

（蔵書点検のため）

（蔵書点検のため）

【児童書】

『ひげなしねこ』
季巳　明代　作・竹内　通雅　絵

フレーベル館
　「気持ち悪い」と仲間に入れて
もらえないひげなしねこ。だけど
そんな事は、気にしない。
　おきにいりの長〜いしっぽで、
いつも「ばけもん」と言っている
ごろきちがヘビのにしきにやられ
ているところを助けてやった。そ
うしたらなきながらほかのねこと
ともにあやまった。それにひげな
しねこは「すぎたことは、きにし
ちゃおらん」となんとかっこいい
男らしさ。やさしさが伝わってく
る絵本です。

【一般書】
『置かれた場所で

咲きなさい』
渡辺　和子　著

幻冬舎
　いろんな困難を乗り越
えてこられた体験に基づ
いた、心に和みをもたら
す言葉。
　人はどんな境遇でも輝
ける・時間の使い方は、
そのまま命の使い方・ピ
ンチは、チャンスに変え
る聡明さと明るさ・・・・
子どもには、愛と思いや
り・・・・等を短くわか
りやすく書いてあり胸を
打たれます。

留
学
生
に
Ｐ
Ｒ

異
業
種
交
流
会

　鹿児島大学に在籍する留学生に、ツルや武家屋敷
等に代表される本市の豊かな自然環境と歴史をＰＲ
し、将来の経済交流の架け橋となるようにと、異業
種交流会が12月７日、米ノ津農村環境改善センター
で開催されました。
　留学生たちは、地元の女性グループの手作り料理
に舌鼓を打ちながら、農水商工業者と積極的に意見
交換をしていました。

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
開
所

　12月11日、高尾野支所大会議室で、出水保護区更
生保護サポートセンター開所式が行われました。
　これは、更生保護の相談などを行える場所が無く、
保護司の自宅等で行っていたものを、今回、高尾野
支所の会議室に設置・開所したものです。今後、２
市１町（出水市・阿久根市・長島町）の更生保護の相
談業務等に、このサポートセンターが利用されます。
　当日は、保護司の方に委嘱状交付も行われました。

ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

イ
ン
お
お
か
わ
う
ち

　12月１日、大川内小学校で、ウインターイベント
インおおかわうちが開催されました。大川内中「ハッ
ピークローバー」の皆さんによる大型ペープサート
劇の発表、大川内小児童による暗唱発表や歌の発表、
製作活動では、竹とんぼ作り、クリスマスツリー作
り等が行われました。
　大川内小学校は、特認校に指定されています。詳
しくは、２ページをご覧ください。

亀か
め
い
や
ま
じ
ょ
う
あ
と

井
山
城
跡
の

発
掘
調
査
報
告
会

　野田町上名にある、亀井山城跡の発掘調査報告会
を12月１日に野田農村環境改善センターで開催しま
した。当日は26人の参加者があり、発掘調査で出土
した遺物や確認された建物跡などの遺構が写真など
で紹介されました。
　参加者は野田の歴史の話や、写真で紹介される発
掘調査の様子などを見て、亀井山城跡や郷土の歴史
についてますます関心を深めていました。

目
を
輝
か
せ
て

野
田
小
学
校
選
書
会

　野田小学校屋内運動場で、12月13日、図書館に寄
贈していただける本の選書会が行われました。
　当日は、１～３年生と４～６年生にわかれ、ブッ
クスミスミさんの協力により並べられた約500冊の
本の中から、児童一人一人、自分が図書館に置いて
ほしい１冊を一生懸命に選んでいました。
　児童が選んだ１冊は、後日、図書館に置かれ、み
んなで大事に読んでいます。

８
人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会

第
１
回
出
水
ク
ラ
ブ
杯

　12月14日・15日、高尾野多目的運動場芝生広場で、
第１回出水クラブ杯８人制サッカー大会・中学生の
部が開催されました。
　これは、同クラブが創部45周年を迎える記念とし
て主催したもので、第１回目の開催。市内外からの
参加があり、１日目にリーグ戦、２日目に決勝トー
ナメントを行い、熱戦が繰り広げられました。
　また、３月には社会人の部が開催される予定です。
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いた、心に和みをもたら
す言葉。
　人はどんな境遇でも輝
ける・時間の使い方は、
そのまま命の使い方・ピ
ンチは、チャンスに変え
る聡明さと明るさ・・・・
子どもには、愛と思いや
り・・・・等を短くわか
りやすく書いてあり胸を
打たれます。

留
学
生
に
Ｐ
Ｒ

異
業
種
交
流
会

　鹿児島大学に在籍する留学生に、ツルや武家屋敷
等に代表される本市の豊かな自然環境と歴史をＰＲ
し、将来の経済交流の架け橋となるようにと、異業
種交流会が12月７日、米ノ津農村環境改善センター
で開催されました。
　留学生たちは、地元の女性グループの手作り料理
に舌鼓を打ちながら、農水商工業者と積極的に意見
交換をしていました。

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
開
所

　12月11日、高尾野支所大会議室で、出水保護区更
生保護サポートセンター開所式が行われました。
　これは、更生保護の相談などを行える場所が無く、
保護司の自宅等で行っていたものを、今回、高尾野
支所の会議室に設置・開所したものです。今後、２
市１町（出水市・阿久根市・長島町）の更生保護の相
談業務等に、このサポートセンターが利用されます。
　当日は、保護司の方に委嘱状交付も行われました。

ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

イ
ン
お
お
か
わ
う
ち

　12月１日、大川内小学校で、ウインターイベント
インおおかわうちが開催されました。大川内中「ハッ
ピークローバー」の皆さんによる大型ペープサート
劇の発表、大川内小児童による暗唱発表や歌の発表、
製作活動では、竹とんぼ作り、クリスマスツリー作
り等が行われました。
　大川内小学校は、特認校に指定されています。詳
しくは、２ページをご覧ください。

亀か
め
い
や
ま
じ
ょ
う
あ
と

井
山
城
跡
の

発
掘
調
査
報
告
会

　野田町上名にある、亀井山城跡の発掘調査報告会
を12月１日に野田農村環境改善センターで開催しま
した。当日は26人の参加者があり、発掘調査で出土
した遺物や確認された建物跡などの遺構が写真など
で紹介されました。
　参加者は野田の歴史の話や、写真で紹介される発
掘調査の様子などを見て、亀井山城跡や郷土の歴史
についてますます関心を深めていました。

目
を
輝
か
せ
て

野
田
小
学
校
選
書
会

　野田小学校屋内運動場で、12月13日、図書館に寄
贈していただける本の選書会が行われました。
　当日は、１～３年生と４～６年生にわかれ、ブッ
クスミスミさんの協力により並べられた約500冊の
本の中から、児童一人一人、自分が図書館に置いて
ほしい１冊を一生懸命に選んでいました。
　児童が選んだ１冊は、後日、図書館に置かれ、み
んなで大事に読んでいます。

８
人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会

第
１
回
出
水
ク
ラ
ブ
杯

　12月14日・15日、高尾野多目的運動場芝生広場で、
第１回出水クラブ杯８人制サッカー大会・中学生の
部が開催されました。
　これは、同クラブが創部45周年を迎える記念とし
て主催したもので、第１回目の開催。市内外からの
参加があり、１日目にリーグ戦、２日目に決勝トー
ナメントを行い、熱戦が繰り広げられました。
　また、３月には社会人の部が開催される予定です。



小
学
校
へ
出
前
授
業

出
水
商
業
高
校

　12月17日、蕨島自治公民館で出水商業高校生によ
る、出前授業が行われました。
　「読書活動日本一のまちづくり」を目指す本市なら
ではの取り組みとして、蕨島小学校からの依頼に同
校が応じ、初めての開催となりました。当日は、同
校生徒による手作り紙芝居の読み聞かせや、蕨島小
学校出身の生徒から後輩への話もあり、子どもたち
や自治会の皆さんが熱心に聞き入っていました。

ま
ご
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
届
け
!!

出
水
の
学
校
ま
ご
こ
ろ
便

　12月26日、出水の学校まごころ便『ツルの里から
のお年玉』の出発式が開催され、まごころの品が福
島県の小学校等に送られました。
　これは、東日本大震災の被災地に励ましの品を届
けようと、市内全市立学校から、米、サツマイモ、
木炭、本、折鶴など、児童・生徒が心を込めた品物
を送っているもので、今回で３回目となります。

自
由
鶴
舞
ひ
・・・

稲い
な
は
た
て
い
こ

畑
汀
子
氏
句
碑
除
幕
式

　高濱虚子の孫、俳人・稲畑汀子氏が出水を訪れた
際に詠んだ「空といふ自由鶴舞ひやまざるは」の句碑
除幕式が、12月14日、ツル観察センター敷地内で行
われました。
　これは、九州ホトトギス会の主催により行われた
もので、多くの関係者等が参加し開催されました。
　除幕式翌日には、市音楽ホールで九州ホトトギス
俳句大会も行われました。

良
か
品
が
ど
っ
さ
い
！

あ
っ
た
か
歳
末
特
産
品

　12月28日、年末恒例となっている、あったか歳末
特産品まつりが、高尾野きらめきドームで行われま
した。
　これは、地場産業の振興と地域活性化を図ろうと、
同実行委員会が主催し、年末に実施しているもので、
今回はフリーマーケットも同時に開催されました。
　当日は、市内の特産品・正月用品等が所狭しと並
べられ、多くのお客さんで賑わっていました。

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
争
い

　
　南
日
本
10
㌔
㍍
ロ
ー
ド

　12
月
15
日
、
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝

競
争
大
会
の
選
考
レ
ー
ス
で
も
あ
る
、
第

54
回
南
日
本
10
㌔
㍍
ロ
ー
ド
通
信
競
技
大

会
が
野
田
地
域
で
行
わ
れ
、
高
校
・
一
般

10
㌔
㍍
、
女
子
３
㌔
㍍
、
中
学
生（
男
女
）

３
㌔
㍍
の
各
部
で
73
人
が
力
走
し
ま
し
た
。

　高
校
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一
般
10
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㍍
は
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本
大
志
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手

（
鶴
翔
高
）、
女
子
３
㌔
㍍
は
一
山
麻
緒
選

手（
出
水
中
央
高
）、
中
学
男
子
３
㌔
㍍
は

山
下
真
平
選
手（
高
尾
野
中
）、
中
学
女
子

３
㌔
㍍
は
清
水
遥
加
選
手（
出
水
中
）が
制

し
ま
し
た
。
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お
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第
27
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鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女

子
駅
伝
競
走
大
会
は
、
１
月
26
日
に
霧
島

市
で
、
第
61
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対

抗
駅
伝
競
走
大
会
は
、
２
月
15
日（
土
）～

同
19
日（
水
）に
県
下
一
円
で
開
催
予
定
で

す
。
県
下
一
周
駅
伝
競
走
大
会
２
日
目
の

２
月
16
日（
日
）に
は
、
加
世
田

－
出
水
間

を
、
大
会
３
日
目
に
は
、
野
田

－
日
当
山

間
で
レ
ー
ス
が
行
わ

れ
ま
す
。２
日
目
は
、

本
市
野
田（
Ｊ
Ａ
野

田
支
所
前
）を
午
後

２
時
32
分
ご
ろ
通
過

予
定
で
、
出
水
市
役

所
に
午
後
３
時
07
分

ご
ろ
ゴ
ー
ル
予
定
、

３
日
目
は
、
野
田
支

所
前
を
午
前
９
時
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
が
案
内
し
ま
す

ツ
ル
ガ
イ
ド
博
士
結
団
式

　12月14日、ツル観察センター等でボランティアガ
イドとして活躍する「いずみツルガイド博士」ボラン
ティアガイド結団式が、ツル観察センターで開催さ
れました。当日は、チャレンジ「いずみツルガイド
博士」検定で１級を獲得し、実技試験を経て博士に
認定された児童生徒に、任命書とジャンパー・ネー
ム等が授与され、実技研修等も行われました。

健
康
で
幸
多
か
れ
と

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
新
春
初
舞

　新春を祝うツル観察センター新春初舞が、１月２
日、ツル観察センター駐車場で開催されました。
　今回は、九州新幹線・肥薩おれんじ鉄道が開業し
３月で10周年となることを記念しての開催となりま
した。
　太鼓演奏等で華やかな雰囲気の中、多くの皆さん
と一緒に新年・新春を祝うイベントとなりました。

１
万
２
５
５
７
羽

ツ
ル
羽
数
調
査（
最
終
）

　１月11日（土）、荘中学校・高尾野中学校生徒によ
るツル羽数調査が行われました。
　第６回目で、今季最後となる調査は、調査中ツル
が一斉に飛び立ち、計測不能となりました。前季以
上の羽数が期待されていたため、生徒や関係者に
とっても残念な結果となりましたが、来季に向け
て練習の計測を行い、今季最後の調査を終えまし
た。これにより今季の記録は、第３回目に計測した
12,557羽となりました。

百
人
一
首
カ
ル
タ
大
会

出
水
商
業
高
校

　１月10日、市総合体育館で、新春恒例の出水商業
高校「新春百人一首カルタ大会」が行われました。カ
ルタ競技を通して、古典への親近感や鑑賞理解を深
め、情操教育に役立てること等を目的に、同校が毎
年開催しているもので、第38回目の開催。
　当日は、張りつめた空気の中、真剣にカルタを取
り合う姿が見られ、会場内からは至る所で歓声やど
よめきが聞かれました。

　１
月
12
日
、
新
春
恒
例
の
出
水
市

消
防
出
初
め
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　第

一
会
場
で
は
、
日
本
消
防
協
会

会
長
表
彰（
勤
続
章
４
人
）県
消
防
協

会
総
裁
表
彰（
功
績
章
５
人
・
精
績

章
15
人
）県
知
事
表
彰（
勤
続
章
10

人
）県
消
防
協
会
出
水
支
部
長
表
彰

（
永
年
勤
続
15
人
・
優
良
団
員
19
人
）

市
長
表
彰（
夫
婦
表
彰
３
人
）市
消
防

団
長
表
彰（
団
長
表
彰
５
団
体
・
優

良
団
員
20
人
）の
表
彰
式
や
市
長
観

閲
等
が
あ
り
、
そ
の
後
、
平
井
消
防

団
長
を
先
頭
に
消
防
署
員
・
消
防
団

員
の
合
計
４
７
５
人
が
勇
壮
に
整
然

と
市
中
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

勇
壮
に
新
春
を
飾
る

　出
水
市
消
防
出
初
め
式

出水市消防本部管内の火災・救急状況（2013年12月１日〜同12月31日）
火　　　　　　災 救　　　　　　急

発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　水 １件
（−２）

１件
（−１）

０人
（０）

０人
（−１）

209件
（＋19）

113人
（＋17）

2013年
の累計

24件
（＋５）

13件
（−２）

１人
（−１）

７人
（＋６）

2182件
（＋49）

1141人
（＋12）

※（　）内の数字は前年同月比
　負傷者数（10 月）に修正（＋２）がありました。

　第
２
会
場
の
広
瀬
河
原
で
は
、

全
消
防
車
両
に
よ
る
圧
巻
の
一
斉

放
水
と
閉
会
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
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　太鼓演奏等で華やかな雰囲気の中、多くの皆さん
と一緒に新年・新春を祝うイベントとなりました。
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　１月11日（土）、荘中学校・高尾野中学校生徒によ
るツル羽数調査が行われました。
　第６回目で、今季最後となる調査は、調査中ツル
が一斉に飛び立ち、計測不能となりました。前季以
上の羽数が期待されていたため、生徒や関係者に
とっても残念な結果となりましたが、来季に向け
て練習の計測を行い、今季最後の調査を終えまし
た。これにより今季の記録は、第３回目に計測した
12,557羽となりました。
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　１月10日、市総合体育館で、新春恒例の出水商業
高校「新春百人一首カルタ大会」が行われました。カ
ルタ競技を通して、古典への親近感や鑑賞理解を深
め、情操教育に役立てること等を目的に、同校が毎
年開催しているもので、第38回目の開催。
　当日は、張りつめた空気の中、真剣にカルタを取
り合う姿が見られ、会場内からは至る所で歓声やど
よめきが聞かれました。
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出水市消防本部管内の火災・救急状況（2013年12月１日〜同12月31日）
火　　　　　　災 救　　　　　　急

発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　水 １件
（−２）

１件
（−１）

０人
（０）
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（−１）

209件
（＋19）
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（＋17）

2013年
の累計

24件
（＋５）

13件
（−２）

１人
（−１）

７人
（＋６）

2182件
（＋49）

1141人
（＋12）

※（　）内の数字は前年同月比
　負傷者数（10 月）に修正（＋２）がありました。
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生
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め
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福
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ご
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付
欄

へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は

届
け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
か
、
本
庁
政
策
調
整
室
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。



当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

２　　　　　月
日 医　療　機　関　名

２日（日）

［当］吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62−0170

［当］高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82−0017

［当］北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72−0016

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500

９日（日）

［当］市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63−3151

［当］吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62−3111

［当］植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72−1041

［当］脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75−2121

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

11日（火）

［当］楠元内科医院 内科 千本付 ☎62−8600

［当］来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84−2005

［当］有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73−4180

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

16日（日）

［当］福元医院 内・循環器科 新町 ☎67−3200

［当］荘記念病院 精神・内科 西水流 ☎82−3113

［当］上園医院 内・小児科 阿久根市 ☎73−1055

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

［児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63−7707

23日（日）

［当］整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64−8260

［当］しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63−8300

［当］内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73−1551

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降

２月１日～２日 三 和 住 設 ☎62−5114

携帯電話
（090−7397−7898）

桑野水道設備 ☎82−4385

携帯電話
（090−7154−7490）

２月３日～９日 井手口電設 ☎62−0901 中 畠 組 ☎82−0437

２月10日～16日 太田電機工業所 ☎63−1966 山﨑水道設備 ☎82−1600

２月17日～23日 北 薩 設 備 ☎62−6011 福 井 組 ☎84−2534

２月24日～３月２日 ことぶき電気設備 ☎62−0313 慶 越 組 ☎82−0442

○ひな人形展示（２月１日～３月31日・市公開武家屋敷「竹添邸」「税所邸」）
○確定申告等申告相談（２月26日～同28日・野田支所別館２階大会議室）
５日（水）▶介護予防教室（午後１時30分・高尾野農業者健康管理センター）詳細９ページ
22日（土）▶生涯学習・福祉ボランティアフェスタ（午前９時20分・市文化会館）詳細７ページ

２月の主な行事

２月２日

塩 山 歯 科 医 院 歯科 ☎62−2634 中町（出水）

クレイン調剤薬局 ☎63−4300 栄 町

高 尾 野 会営薬局 ☎64−2110 上 の 原

２月９日

久 木 田 歯 科 医 院 歯科 ☎73−0470 阿久根市

第 二緑調剤薬局 ☎63−1177 沖 田

マ リ ン 薬 局 ☎63−6678 東大野原

２月11日

よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79−3443 太 鼓 橋

ポ ポ ロ 薬 局 ☎63−4630 千 本 付

ス マ イ ル 薬 局 ☎84−2430 田 多 園

２月16日

中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82−0020 町（高尾野）

ハ ー ト 薬 局 ☎79−3877 新 町

し も ず る 薬 局 ☎64−2211 西 水 流

２月23日

宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73−3222 阿久根市

フ タ ヤ 薬 局 ☎67−5253 六月田中

Ｄ・ＭＬ五万石薬局 ☎63−8800 野添（出水）

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。



当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

２　　　　　月
日 医　療　機　関　名

２日（日）

［当］吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62−0170

［当］高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82−0017

［当］北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72−0016

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500

９日（日）

［当］市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63−3151

［当］吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62−3111

［当］植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72−1041

［当］脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75−2121

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

11日（火）

［当］楠元内科医院 内科 千本付 ☎62−8600

［当］来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84−2005

［当］有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73−4180

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

16日（日）

［当］福元医院 内・循環器科 新町 ☎67−3200

［当］荘記念病院 精神・内科 西水流 ☎82−3113

［当］上園医院 内・小児科 阿久根市 ☎73−1055

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

［児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63−7707

23日（日）

［当］整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64−8260

［当］しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63−8300

［当］内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73−1551

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降

２月１日～２日 三 和 住 設 ☎62−5114

携帯電話
（090−7397−7898）

桑野水道設備 ☎82−4385

携帯電話
（090−7154−7490）

２月３日～９日 井手口電設 ☎62−0901 中 畠 組 ☎82−0437

２月10日～16日 太田電機工業所 ☎63−1966 山﨑水道設備 ☎82−1600

２月17日～23日 北 薩 設 備 ☎62−6011 福 井 組 ☎84−2534

２月24日～３月２日 ことぶき電気設備 ☎62−0313 慶 越 組 ☎82−0442

○ひな人形展示（２月１日～３月31日・市公開武家屋敷「竹添邸」「税所邸」）
○確定申告等申告相談（２月26日～同28日・野田支所別館２階大会議室）
５日（水）▶介護予防教室（午後１時30分・高尾野農業者健康管理センター）詳細９ページ
22日（土）▶生涯学習・福祉ボランティアフェスタ（午前９時20分・市文化会館）詳細７ページ

２月の主な行事

２月２日

塩 山 歯 科 医 院 歯科 ☎62−2634 中町（出水）

クレイン調剤薬局 ☎63−4300 栄 町

高 尾 野 会営薬局 ☎64−2110 上 の 原

２月９日

久 木 田 歯 科 医 院 歯科 ☎73−0470 阿久根市

第 二緑調剤薬局 ☎63−1177 沖 田

マ リ ン 薬 局 ☎63−6678 東大野原

２月11日

よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79−3443 太 鼓 橋

ポ ポ ロ 薬 局 ☎63−4630 千 本 付

ス マ イ ル 薬 局 ☎84−2430 田 多 園

２月16日

中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82−0020 町（高尾野）

ハ ー ト 薬 局 ☎79−3877 新 町

し も ず る 薬 局 ☎64−2211 西 水 流

２月23日

宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73−3222 阿久根市

フ タ ヤ 薬 局 ☎67−5253 六月田中

Ｄ・ＭＬ五万石薬局 ☎63−8800 野添（出水）

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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。
こ
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学
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も
ら
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と
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、
昨
年
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か
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。
本
年
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４
人
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学
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録
し
て
お
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博
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館
の

ス
タ
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フ
と
し
て
活
躍
し
て
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。
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物
館
講
座
の
受
付
や
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の
補
助
を
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じ
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展
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設
営
な
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種
の
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務
を
体
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た
。

　ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
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経
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通
し
て
、
博
物
館
を
も
っ
と

好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。
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出水ではこれまでに何種の野鳥が
観察されたでしょう？
Ａ　約 300 種
Ｂ　約 700 種
Ｃ　約 1000 種
☆　答えは来月号で。
　　先月号の答えは
　　B　８種　でした。

　本
市
在
住
の
童
話
作
家
で
あ
る
季
巳
明
代

さ
ん
が
、
新
刊
の
絵
本
「
ひ
げ
な
し
ね
こ
」

と
童
話
「
ぼ
く
た
ち
の
勇
気
」
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

　米
寿
の
記
念
に
、
市
内
の
小
学
校
で
役
立

て
て
ほ
し
い
と
本
を
寄
贈
さ
れ
た
、
吉
井
敏

子
さ
ん
（
上
古
市
自
治
会
）。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　華
や
か
な
衣
装
に
身
を

包
み
、
晴
れ
や
か
な
気
持

ち
で
成
人
式
に
出
席
し
て

い
る
新
成
人
の
皆
さ
ん
を

見
て
、
出
水
の
未
来
は
明

る
い
な
と
思
っ
て
い
る

と
、
新
成
人
の
中
に
ひ
と

き
わ
大
き
な
物
体
が
…
。

良
く
見
る
と
、
本
市
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
つ
る
の
し
ん
」
で
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
と
同
じ

く
20
歳
を
迎
え
、
一
緒
に

成
人
式
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。

　新
成
人
の
皆
さ
ん
、「
つ

る
の
し
ん
」
成
人
お
め
で

と
う
！

　第 57 回鹿児島県中学校新人剣道大会で、
見事準優勝に輝き、全国大会出場を前に市長
を訪問した野田中学校剣道部の皆さん。

　校
区
内
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
子
ど
も
の

安
全
・
安
心
な
学
校
教
育
活
動
に
貢
献
し
た
功

績
を
評
価
さ
れ
、
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
奨
励
賞
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）
を
受
賞
さ

れ
た
、
野
田
っ
子
育
成
応
援
隊
の
皆
さ
ん
。




